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年報の発行にあたって  ―  超分子生物学を目指す生物科学専攻  
 

生物科学専攻長 常木和日子 

 

 

 

 

 

 

 

 昭和 24(1949)年に発足した大阪大学理学部
生物学科は、幾多の変遷をへながら、今年 55
周年を迎えた。先行する各旧制帝国大学の理

学部生物学科のほとんどが、動物学と植物学

の伝統にのっとって発展してきた中、阪大生

物学科は発足当初より「物理学・化学に基礎

をおいた生物学」を掲げて、新しい生物学の

創出を目指した。そしてその後の生物学の新

しい潮流の中で、斯界をリードする優れた研

究成果を生み出し、また多くの秀れた研究者

を輩出してきた。今日、分子生物学がもはや

常識としてその中心となっている全国の生物

学科のさきがけとなったともいえ、今後もこ

の伝統を受け継いでゆく。 
 近い過去をふりかえると、理学部生物学教

室は、平成 6(1994)年に教養部生物学教室を併
合して、細胞・組織・個体レベルでの研究を

行っていた研究者もメンバーとして加わるこ

とになり、広く生物学の教育研究面での厚み

が増した。ついで平成 8(1996)年の大学院重点
化を経て、教育研究面での一層の充実が図ら

れた。平成 14(2002)年、蛋白質研究所と合同
で申請した 21 世紀 COE プログラムが採択さ
れた。その課題「細胞超分子装置の作動原理

の解明と再構成」は、ジェノミクスからプロ

テオミクスへ向かう生物科学の潮流の中で、

当生物学教室の伝統を踏まえつつ、さらに大

きく将来を展望するものである。 
このような経緯をふまえ、生物科学専攻で

は、キャッチフレーズ「超分子生物学を目指

す生物科学専攻」を制定し、未来に向かう志

向を明確にしている。 
 平成 16(2004)年 8 月現在、生物学教室は大
学院理学研究科生物科学専攻の基幹講座を構

成する 11の教育・研究グループ、および大学
院生命機能研究科に所属する 2 つの教育・研
究グループから組織されている。生命機能研

究科は公式制度上は別組織だが、理学部生物

学教室から参加した 2 グループは学部教育を
基幹講座 11グループと平等に担当し、教室運
営にも同等に参画している。 
 教室の各グループは、それぞれの専門分野

においては、その研究成果を国内外に積極的

に情報発信してきたが、教室としてその全体

像を発信する活動については、やや希薄であ

った憾みを免れない。もちろんホームページ

等を通じて外への情報発信を心がけ、また教

室内では教室メンバー全員が参加する教室コ

ロキウムが行われてきたのであるが、本年 4
月よりの独立行政法人化を機会に、情報発信

の更なる充実を図るため、その一環として教

室の年報を発行することとした。この年報に

より、教室内各研究グループ間の交流がより

深まり、お互いに切磋琢磨する環境が生まれ

ることを期待する。さらに学内外からの当教

室の教育研究に対するご理解と忌憚なき批判

を賜われば幸いである。 
平成 16(2004)年 8月 
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生物学教室 URL 
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/index2.html 
生物科学専攻 URL 
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/index.html 

「超分子生物学を目指す」とは  
これまで当教室の基礎生物学研究は、物理

学・化学に基づく生物学を特色としてきた。

この志向は分子生物学や生化学の興隆に寄与

し、協力講座を含めて 30余のグループからな
る生物科学専攻の基盤となっている。この歴

史をふまえ、これからの専攻は、従来の分子

に基づく生物学を二つの方向で進化させた超

分子の生物学を目指す。 
 一つの方向は、分子のレベルを超えて、原

子のレベルまで踏み込んで生体機能の理解を

目指す。生体高分子構造の徹底的な理解によ

り、新しい生命像を打ち立てる。 
 もう一つの方向は、分子の超高次な集合体

として生物を理解することを目指す。ゲノム

情報に基づく生体高分子構造情報を手中に収

めつつある現在、分子同士が相互作用して生

み出す高次な機能の作動原理を解き明かす。

この超分子装置の集合として細胞があり、細

胞の集合として組織、個体、個体群がある。

分子、細胞、組織、個体の集合体が統合的に

作動するありさまを追求し、人類が持ち続け

てきた「生物は如何に生きるか」という根元

的な問いに迫りたい。 
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構造生物学グループ  
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/bio_web/ 
lab_page/fukuyama/index.html 
 
教授：福山恵一 Keiichi FUKUYAMA 
助教授：佐伯和彦 Kazuhiko SAEKI 
講師：高橋康弘 Yasuhiro TAKAHASHI 
助教授：大岡宏造 Hirozo OH-OKA 
助手：角田佳充  Yoshimitsu KAKUTA（2001
年 9月まで） 

 
活動内容紹介  
1）蛋白質および超分子複合体の構造生物学 
 生体内では特有の反応を行う蛋白質が秩序

正しく働いて生命が維持されている。私達は

生物学的に重要な幾つかの系に焦点をあて、

それらに関与する蛋白質の構造と機能の解明

に取り組んでいる。これには X 線結晶解析を
中心とした構造解析だけでなく、分子生物

学・生化学・分光学的手法も取り入れて、多

面的なアプローチを試みている。 
 この数年間、私達は DNA修復系に関与する
酵素（代表論文の項参照）、ヘムオキシゲナー

ゼ、鉄硫黄クラスター形成に関与する蛋白質

群、およびウイルスの構造生物学研究に取り

組んできた。ヘムオキシゲナーゼの研究は大

きく進展し、この分野において世界をリード

したといえる。この酵素はヘムを O2分子と還

元力を用いて開裂させ、ビリベルジン、鉄、

COを生成させる反応を触媒するが、基質であ
るヘムを結合し、あたかもヘムが補欠分子の

ように O2を活性化する。2000年にラット由来
のヘムオキシゲナーゼのヘム複合体の構造を

決定した後、本酵素のアポ型、N3
-や NO をヘ

ムに結合させた状態の構造解析の結果から、

ヘムを酵素分子中に取り込む機構、ヘムα位

の特異的開裂機構を明らかにした。さらに、

阻害剤であるCOやCN-のヘム結合型の構造解

析から、本酵素が持つ O2と COの識別機構を
明確に示した。また、ビリベルジン-Fe結合型
の結晶を調製し、生成物が酵素分子から遊離

する構造基盤を明らかにした。さらに、ヘム

オキシゲナーゼの反応・性質を、新規な手法

でより深く理解すると共に、多様な生物種の

酵素を用いて一般化させている。 

2）鉄硫黄（Fe-S）クラスター形成の分子機構 
 鉄硫黄（Fe-S）蛋白質は、非ヘム鉄と無機硫
黄原子から成る Fe-Sクラスターを持つ蛋白質
の総称で、構造と機能は多種多様、例えば大

腸菌には130種を越えるFe-S蛋白質が存在し、
エネルギー代謝から DNA 修復まで様々な細
胞機能を担っている。これら Fe-S蛋白質の機
能を支えるのが Fe-Sクラスター合成系である。
私達は、近年、Fe-S クラスター形成システム
として、大腸菌の isc（iscRSUA-hscBA-fdx）オ
ペロンにコードされる ISC マシナリーを同定
した。さらに、isc オペロンの欠失変異体から
生じた偽復帰変異体を解析し、第二の Fe-Sク
ラスターアセンブリー装置として独立して機

能する SUF マシナリー（sufABCDSE）を見出
した。加えて、窒素固定細菌など一部のバク

テリアには、NIF（nifSU）マシナリーが分布し
ているが、最近、ピロリ菌の nifSUについても
分子遺伝学的な解析を行い、第三のクラスタ

ー合成系としての機能を実証すると共に、ISC, 
SUF, NIFの三種類のシステムの特性について
も明らかにした。 
 これら三種類の Fe-Sクラスター合成系は、
いずれも多成分から構成される複雑な酵素系

である。それぞれの構成成分がどのような特 
 

 
性を持ち、また他の成分とどのように協調し

て Fe-Sクラスターを合成するのか、さらに、
多種多様な Fe-S蛋白質をどのようにして認識
し、クラスターを受け渡すのか、反応機構の

解明が待たれる。その鍵となるのが立体構造

解析である。これまでに、大腸菌や数種の高

熱菌由来の蛋白質について、系統的に発現系

を構築し、精製・結晶化を進め、幾つかの構

成蛋白質については既に構造解析を終了した。 
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これと並行して、個々の成分の特性や、蛋白

質－ 蛋白質相互作用といった機能解析にも取

り組み、Fe-S クラスター形成の分子機構を解
明しようとしている。多様なクラスター合成

系を系統的に解析することにより、それぞれ

の特性と共通する基本原理を分子レベルで明

らかにすることを目指している。 
 
3）窒素固定系の遺伝生化学 
 根粒菌とマメ科植物とが営む共生窒素固定

は、相利共生と細胞内共生の代表例で、どち

らも自由生活可能な異種生物が多段階の相互

認証を行い、独自に細胞・組織を分科させる

ことで樹立される。私達は、マメ科のモデル

植物ミヤコグサの根粒菌を研究材料として、

根粒菌が宿主から排除されず受容されるのに

必要な遺伝子群、窒素固定に特異化した細胞

へと分化するために必要な遺伝子群について、

新規同定と機能解析を進めている。 
 
4）光合成反応の分子機構 
 光合成反応中心のエネルギー変換機構：植

物・光化学系 Iのモデルとして、緑色イオウ細
菌およびヘリオバクテリア反応中心の研究を

行っている。これらは、タイプ１反応中心の

エネルギー変換機構の本質を理解するのに最

も重要なテーマであると考えている。緑色イ

オウ細菌反応中心については嫌気的手法を導

入することにより安定な標品を得ることに成

功し、標品の分光学的諸性質の詳細について

報告した。 
 光合成色素の合成経路：特にメチルトラン

スフェラーゼの反応機構解明に興味をもって

いる。光合成色素（クロリン環）へのメチル

基付加反応の詳細な反応機構を分子レベルで

解明し、将来的には新規ポルフィリン化合物

類の合成とそれらポルフィリンを用いた光デ

バイス・光センサー開発への道を開くことを

目指している。 

 
イチオシ論文  
Yamagata, Kakuta, Masui & Fukuyama (2002)  
 紫外線照射や化学物質によって生じた DNA
上の障害は、DNA 組み換えや DNA 修復系で
除去されている。相同組み換え、塩基除去修

復、ミスマッチ修復において、RecJ は一本鎖
DNAを分解するエキソヌクレアーゼとして働
く。ゲノム解析などから、５つのモチーフを

持つ蛋白質が生物界に普遍的に存在し（DHH
ファミリー）、RecJはこれに属する。RecJの X
線解析により、２つのドメインが一本の長い

αヘリックスでつながった新規な構造（下図）

を、DHH ファミリーで最初に明らかにした。
この結果から、５つのモチーフが金属を結合

し、活性部位を形成していることが判明した。

この結果は、RecJだけでなく広く DHHファミ
リー蛋白質の働きを明らかにし、今後の研究

に構造基盤を与えた。 
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生体分子機能学グループ  
 
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/~kuramitu/ 
 

教授：倉光成紀 Seiki KURAMITSU 
講師：増井良治 Ryoji MASUI 
助手：中川紀子 Noriko NAKAGAWA（2004
年 5月より） 

 
活動内容紹介  
1）高度好熱菌 丸ごと一匹プロジェクト―全
生物に共通な基本的生命現象の系統的解明 
 高度好熱菌 Thermus thermophilusは、遺伝子
操作系が確立している生物の中で最も高温で

生息する。ゲノムサイズは約 2Mbpと小さいが、
あらゆる生物に共通で基本的な生命現象が、

これまで進化の過程で "濃縮" されている。本
高度好熱菌を構成する約 2,000 種類の蛋白質
は、安定で、Ｘ線結晶解析や NMR等の立体構
造解析に適している。理化学研究所との共同

研究で、系統的構造解析(Structural Genomics)
と並行して、遺伝子破壊株の mRNAの解析（ト
ランスクリプトーム解析）、蛋白質の発現解析

（プロテオーム解析）、代謝物質の解析（メタ

ボローム解析）などを併用しつつ、系統的分

子機能解析(Functional Genomics)を行っている。
それらによって、動植物や細菌などを含めた

あらゆる生物に共通で未知の基本的生命現象

（遺伝子数にして約 300 個）が大発見できる
可能性があるとともに、本高度好熱菌が、20
世紀の「分子生物学」から 21世紀の「原子（レ
ベル分解能の）生物学」への橋渡しをする世

界初のモデル生物となると期待されている

（倉光、増井、中川(2004) 「生物学が変わる！ 
－ ポストゲノム時代の原子生物学－ 」大阪大

学出版会；http://www.thermus.org 参照） 
 現時点で、T. thermophilusの原子レベル分解
の生物学は世界でもっとも進んでいる。その

実績により、文部科学省の委託事業「タンパ

ク 3000プロジェクト：代謝系」の中核機関と
して採択され、増井講師を事実上の代表 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図１．高度好熱菌丸ごと一匹プロジェクトの進行状況 

（http://www.thermus.org 参照） 

 
者としてボランティア的研究を行っている。 
 これらのボランティア的研究によりタンパ

ク質の立体構造データベースが整備されれば、

数年後には「アミノ酸配列からタンパク質の

ペプチド主鎖の立体構造が、90%以上の確率で
予測できる」ようになると期待されている。 
 
2）DNA修復機構の研究 
 ヒトを始めとする生物の DNA に変異が生
じると，細胞や組織が癌化し，生命が脅かさ

れることになりかねない。最近は，環境汚染

や，種々の薬物，オゾン層破壊による強い紫

外線などの影響で遺伝子に変異を生じる機会

が増加しつつある。それらの DNA障害の修復
には，数十種類以上の DNA 修復系酵素群 が
関与することが知られている。細胞が，どの

様にして DNAの異変に気付き，どの様にして
DNA損傷を修復するのかを，種々の蛋白質工

高度好熱菌丸ごと一匹プロジェクト 

‐基本的生命現象の系統的解明‐ 

 

高度好熱菌 Thermus thermophilus HB8 を

モデル生物として、基本的生命現象に関わる蛋

白質を結晶化し、放射光を用いて解析した立体

構造に基づいて、蛋白質の分子機能を原子レベ

ルで系統的に解明・理解する。 

 

高度好熱菌 Thermus thermophilus HB8 

・ 蛋白質の安定性が高く、結晶化も容易であ

る。 

・ 細胞にとって基本的で重要な遺伝子は一

揃い持っている。 

・ 遺伝子操作系が確立した生物の中で最も
高温で棲息する。 



 7 

学的方法を駆使しつつ，修復酵素群の立体構

造をもとにして，解明することを目標にして

いる。そのために，機能解析に適した 高度好
熱菌を生物材料として選び，蛋白質工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       MutM タンパク質              UVRB タンパク質 

 
学を駆使しつつ、細胞全体の DNA修復系の理
解を目指している。これまでに、約十種類の

タンパク質の立体構造を決定し、原子レベル

での機能解析を進めつつる。 
 
3）蛋白質工学 
 蛋白質工学の進歩によって，蛋白質分子の

素晴しい仕組が次々に解明され，人工蛋白質

の設計も夢ではない時代になりつつある。そ

こで，DNA修復系酵素群を始めとする種々の
酵素蛋白質について，立体構造形成過程，酵

素の触媒反応機構，酵素の基質認識機構など

の研究を進めている。 
3-1．蛋白質の耐熱化： 85℃まで耐熱性のカナ
マイシン分解酵素を作製し、高度好熱菌の遺

伝子操作系を確立した。 
3-2．自然のドラッグデザインは、人類の戦略

と異なる！： 自然は人間が思いもつかないよ

うな戦略で、ドラッグデザインに相当する作

業を行っていることがわかった。 
3-3．これまでの常識を打ち破る「１酵素-２基
質」酵素メカニズムの発見： 一般に，酵素の
基質特異性は非常に高く，１種類の酵素は１

種類の基質に対して働くと信じられてきたが，

全く異なる２種類の基質に対して働く酵素の

基質認識機構を明らかにした。 
3-4．ドメインの動きのエネルギー 
 
 ドメイン間の動きは基質が存在していない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          光回復酵素（Phr） 

 
場合でも起こっていることが明らかになった。

さらに、ドメイン間が閉じるためのエネルギ

ーは＋2 kcal/mol であることなども示唆され
た。（倉光、増井、中川(2004) 「生物学が変わ
る！ － ポストゲノム時代の原子生物学－ 」大
阪大学出版会、参照） 
 
イチオシ論文 

Hoseki et al. (2003) 
 世界で始めて、高度好熱菌に使用できる薬

剤（カナマイシン）耐性遺伝子の耐熱化に成

功した。この耐熱化によって、高度好熱菌の

遺伝子操作がひじょうに簡便になり、世界中

でこの耐熱化遺伝子が使用されつつある。 
 世界にも類を見ない理学的発想の生物学の

基礎研究として「高度好熱菌丸ごと一匹プロ

ジェクト」を、1990年代前半に我々の研究室

で立ち上げたが、そのプロジェクトにおいて

も、機能未知タンパク質の機能同定等にこの

耐熱化遺伝子が貢献している。 
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生体膜機能学グループ  
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/bio_web/ 
lab_page/kanazawa/ 
 
教授：金澤 浩 Hiroshi KANAZAWA 
助手：井上弘樹 Hiroki INOUE 
       （2004年 3月まで） 
助手：中村徳弘 Norihito NAKAMURA 
助手：三井慶治 Keiji MITSUI 
       （2004年４月より） 
 
 細胞内 Na+ と H+ 環境制御に中心的役割を
果たす Na+/H+アンチポーター（NHA, NHEと
省略）は生物界に広く存在し、生物種毎に多

様な一次構造をもつアイソフォームの存在が

明らかになりつつある。しかし、イオン輸送

とエネルギー共役、および制御に関して種を

超えた統一的機構の存否については不明であ

り、制御の多様性の全貌も明らかではない。

われわれの研究室では、細菌、酵母、ほ乳類

細胞を対象にこの分子を比較し、機能と制御

の分子レベルでの機構を、生物の統一性と多

様性の観点から明らかにしようとしている。

博士後期課程に４名、前期課程に６名の学生

が在籍し、一緒に研究を進めている。 

 
 
 
 
 
 

活動内容紹介  
1） 細菌において最も重
要な アン チポ ー ター

NhaA のイオン輸送・pH
センサー機構の解明 
 これまで明らかにして

いた大腸菌の NhaA に加
えて、ピロリ菌 NhaA の
イオン輸送および輸送の

pH 依存の制御に必至な
膜内在性部分を遺伝学的

解析を中心に、また大腸

菌とのキメラ体の作成に

より究明した。その結果、

４つの膜貫通ドメイン

（TM4, 5, 10, 11）にイオン輸送に必至な残基
（図１，水色、橙色表示）が集中しイオン透

過経路を形成し、アルカリ条件下の活性化調

節には第７ループと TM8 の残基が（図 1、緑
色表示残基）関与することを明らかにした。 
（図２、D表示）を含む TM4についてすべて
の残基をCysに置換しNEMの結合能を指標に
Asp 近傍の膜内のチャネル構造の一部を明ら
にできた（図 2、水色表示残基が親水環境にあ
る）。さらに TM4 と TM10 の空間的関係を明
らかにするため、TM10のすべての残基をそれ
ぞれ Cys に置換した変異体群を作成しイオン
輸送に必至な構造のトポロジー解明 を目指
している。また、ピロリ菌 NhaAの大量精製に
も成功し、その生化学的性質を検討し、結晶

化の予備実験を行っている。NhaAのイオン輸
送経路の詳細な知見は、酵母、ほ乳類のアン

チポーターのイオン輸送の機構を解明する上

で大きな手がかりになると信ずる。 
 
2）酵母の細胞膜アンチポーター Nha1のイオ
ン輸送と制御の機構 
 数種の酵母の Nha1 をクローン化し構造を
決定した。その結果、一次構造は異なるにも

関わらず、細胞内ドメインに加えて長大な細

胞質ドメインをいずれも有しており、この点

でほ乳類のものと良く似た構造を持つことが

 

 

 

図１．ピロリ菌 NhaA のイオン輸送路と pH 制御機構 

図２． 
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明らかになった。細胞質ドメインは種間での

相同性が低いが一部に６カ所の保存された領

域（C1－ C6）があることを明らかにした。こ
れらのドメインの機能解析を行った結果、興

味深い事実を見いだした。もっとも細胞膜に

近接した C1部分 16残基（図３赤色表示）は、
Nha1の細胞膜局在化に必須な部分とイオン輸
送機能に必須な部分で構成されること、また

C2部分に結合しイオン輸送を正に制御する新
規膜蛋白 COS3（下図３，水色丸表示）が存在
することを明らかにした。 
 C1, C2 はほ乳類 のアンチポーターとは構造
的類似性がない。われわれは、次項で述べる

ように、ほ乳類アンチポーターNHE でも、分
子内位置として酵母の C1, C2に相当する部分
に CHP（カルシニューリンホモロガス蛋白）
が結合することを見いだしており、CHP と
COS3の機能的類似性に注目している。統一的
輸送機構の存否を考えるとき、極めて興味 
 

 
深い。酵母 Nha1 については細菌との一次構
造上相同性はほとんど認められないが、遺伝

学的解析から膜ドメイン中央にある３つの

Asp残基が細菌のNhaAと同様にイオン輸送に
必須であることを最近明らかにできた。この

部分と C1, C2の関係がイオン輸送経路形成に

おいて重要な点であると新たに指摘したい。

現在アンチポート活性を細胞内小胞を取り出

して測定するのに成功し、さらに精製蛋白質

を再構成する系を構築中である。 
 
3）ほ乳類アンチポーターに結合する CHP 蛋
白質の機能解析 
 われわれは,ほ乳類 NHE に結合する新規蛋
白 CHP を これまでに発見し報告したが、そ
の後別のグループによって CHP は NHE の機
能必須因子であることが示された。われわれ

は、この蛋白質がカルシニューリン(CN)との
相同性を有することから CN と同様に多機能
性蛋白質であることを予測し、その全体像を

明らかにすることがNHEのアンチポート機能
制御の理解に不可欠と考えた。そこで CHPの
結合蛋白を網羅的に解析し、 新規の細胞内モ
ーター蛋白質キネシン、およびアポトーシス

誘導性蛋白キナーゼ DRAK2を発見した。これ
らの蛋白質との相互作用を解析し、その機能

的役割の一端を明らかにしている。また、CHP
のアイソフォームである CHP2 を発見し、腸
における高度の発現を見いだし、その生理的

役割を予測した。さらにキネシンの役割や、

アポトーシスの機構についても研究を進めて

いる。 
 
各項目関連主要発表論文： 

1) J.Biochem. (2001) 129, 569-576, J.Biol.Chem. 
(2003) 278, 21457-21473, J.Biol.Chem. (2004) 
279, Oct. issue.,2) J.Biol.Chem., (2004) 279, 
12438-12447, J. Biochem., 
(2004)135,139-148,3)Traffic (2004)5, 140-151. 
J.Biochem., (2003) 134, 245-250     

図３． 
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分子遺伝学グループ  
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/bio_web/ 
lab_page/masukata/ 
 
教授：升方久夫 Hisao MASUKATA 
助教授：篠原彰 Akira SHINOHARA 
    （2003年 9月まで） 
助手：中川拓郎 Takuro NAKAGAWA 
 
 
 生命にとって遺伝

情報を正確に維持す

るために DNA 複製
反応は必須である。

真核生物の染色体

DNAを細胞周期で正確に１回だけ複製し娘細
胞に分配するためには、複製の開始段階と進

行段階で巧妙に制御されている。複製開始蛋

白質複合体の形成とその制御の機構を分子レ

ベルで明らかにするとともに、DNA障害など
により停止した複製フォークの維持・再構築

機構の分子・染色体レベルでの解明を目指し

ている。 
 
活動内容紹介  
1）真核生物染色体の複製開始機構の解析 
 真核生物の染色体上には数百から数万個の

複製開始点がある。これらの開始点の使用頻

度や複製開始の時期は決まっており、染色体

全体を複製するように制御されている。どの

ようなしくみによって、それぞれの複製開始

点での反応が制御されているのだろうか。ま

た、染色体を分裂後期まで互いに接着してお

くコヒーションや、複製異常をモニターし細

胞分裂と連携させるチェックポイント機構に

働く因子は、複製開始複合体が形成される過

程で染色体に結合すると考えられる。これら

のしくみを明らかにするために、分裂酵母を

用いて分子レベルでの解析を行っている。最

近の主な研究成果を以下に説明する。 
 
1-1. Takahashi & Masukata (2001). 

 真核生物染色体ではどのようなしくみで複

製を開始する場所が決定されるのであろうか。

この分子機構を明らかにするため、分裂酵母

細胞から ORC（複製開始点認識）複合体を部
分精製し、試験管内 DNA結合活性を解析した。
その結果、ORCはアデニン/チミンが連続する
二重鎖 DNA に結合することが明らかとなっ
た。結合の塩基配列特異性は、細胞内での複

製開始に必要な配列とよく一致した。よって、

ORCが細胞内でもアデニン/チミン連続配列に
結合し複製開始に働くと示唆された。 
1-2. Nakajima & Masukata (2002) 
 S 期に複製開始点が活性化されるしくみを
明らかにするため、分裂酵母 sld3 の機能を遺
伝学的に解析した。Sld3は Dbf4依存性蛋白質
キナーゼ DDK 依存的に複製開始点に結合し、
MCM や Cdc45 と相互作用する。Sld3 機能は
Cdc45 の染色体結合への寄与を通じて複製開
始と伸長に必要である。 
 
1-3. Takahashi, Ohara, Nishitani & Masukata 
(2003) 
 細胞周期にただ一度だけ染色体全体が複製

されるためには、複製開始点に G1期にのみ形
成される複製前複合体が重要な役割を果たす。

このしくみを普遍的に理解するため、高等動

物に近い構造を持つ分裂酵母複製開始点での

複製前複合体形成を解析した。複製開始点必

須配列である２箇所のアデニン連続配列 

図１.分裂酵母複製開始点 ars2004（約 1kb）での、ORC 結合

部位（アデニン/チミン連続配列）と MCM ヘリケース結合部

位（A）。二次元電気泳動法を用いて検出された染色体上の複

製中間体（B）。 

ORC ORCMCM helicase

複製開始領域

アデニン連続配列 アデニン連続配列

(A)

(B)

 



 11 

はORCの効率的結合と複製開始に必須であり、
さらにそれ以外の配列が MCM ヘリカーゼの

結合効率を増加させる。MCM は ORC 結合部
位から 200bp 近く離れた場所に結合し、この
付近から実際の DNA 合成を開始することが
判明した。 
 

 

 図２．複製フォークで DNA 二重鎖を開裂する MCM ヘリ 

    ケースは、複製・組換え・修復・チェックポ 

    イントのクロストークに関わっている。 

 
1-4. Yamada, Nakagawa & Masukata (2004) 
 S期での複製開始には Cdc45, Sld3など多数
の複製因子の複製開始点への集合が必要であ

り、この過程は CDK, DDKの２つの蛋白質キ
ナーゼによって制御される。MCM因子の変異
解析から、DDK依存的に Sld3が開始点に結合
する中間ステップの存在を見いだした。 
 
2）染色体 DNA の維持機構（組換え、修復、
チェックポイントの分子機構） 
 DNA複製は、その進行途中で非常に高頻度
で停止することが近年、明らかとなった。停

止した複製中間体（複製フォーク）が崩壊し

た場合には、染色体の異常が起こり、細胞死

やガン・老化が誘発される。そこで、細胞は、

停止した複製フォークを安定維持する為に、

チェックポイント機構による細胞周期制御や

DNA 組換え、修復などの機能を備えている。
これにより、染色体領域全体の複製とその安

定な維持が保障されている。しかし、このダ

イナミックな反応がどの様なメカニズムで行

われるのか、その分子機構は明らかでない。

我々は、複製フォーク構成因子であるMCMヘ
リケースに着目し、分子遺伝学、生化学的手

法を用いて、複製フォークによる DNA組換え、

修復、チェックポイントの制御、そして、そ

れらの間の分子クロストークの解明を目指し

ている。 
 
2-1. Nakagawa Nitani, Nakamura, Nakagawa & 
Masukata (2004) 
 複製フォークの構成因子である Mcm5、
Cdc45が DNA複製だけではなく、複製停止時
に於いても重要な機能を果たすことを明らか

にした。つまり、複製フォークが DNA 組換
え・修復や S 期チェックポイントの活性化に
深く関与することを示した。 
 
2-2. Nakagawa & Kolodner (2002) 
 減数分裂期特異的 DNA ヘリケース、Mer3、
により交叉型組換えの頻度と染色体上での分

布が制御されることによって、相同染色体の

正確な分配が起こることを明らかにした。 
 
2-3. Mazina, Mazin, Nakagawa, Kolodner & 
Kowalczykowski (2004) 
 Mer3 ヘリケースと DNA 鎖交換反応を行う
Rad51 が協調的に働くことにより交叉型組換
えを制御する可能性を見いだした。 
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神経可塑性生理学グループ  
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/bio_web/ 
lab_page/ogura/index.html 
 
教授：小倉明彦 Akihiko OGURA 
助 教 授 ： 冨 永 ( 吉 野 ) 恵 子  Keiko 

TOMINAGA-YOSHINO 
 
「記憶」とは心理学の概念ですが、これを細

胞レベルで研究するには、実験室で操作可能

な単純な系に還元しなくてはなりません。細

胞生物学者は、記憶の本質は神経回路の中で

情報の流れ方が経験によって変化することだ

と考えて、これを「神経可塑性」と呼んで解

析しています。そして、それは神経細胞と次

の神経細胞の接続点である「シナプス」で起

こる現象だということが、明らかになってい

ます。記憶に短期のものと長期のものがある

のに対応して、神経可塑性にも短期のものと

長期のものとが認められ、前者は既存の回路

内での変化、後者は新回路の形成によると考

えられています。近年、前者についてはその

細胞内機構がかなり詳細に明らかになってき

ましたが、私たちは、解明の遅れている後者

について研究しています。 
 

  図１．3週間培養したラットの脳（海馬）切片の 

     暗視野顕微鏡写真 

 
活動内容紹介  
1）長期シナプス強化の機構 
 長期可塑性は、神経細胞と神経細胞との間

の情報授受の場所であるシナプスが、活動に

よって増える（それによって情報の流れが促

進される）か減る（情報の流れが遮断される）

かして実現すると想定されていますが、その

過程を実際に見た人はいません。私たちは、

ラット脳の薄切切片を培養した標本が、脳内

回路を再現している点でも長期維持可能な点

でも連続観察可能な点でも理想的と考え、こ

れを刺激したときのシナプス伝達の変化を解

析しています。これまでに、短期のシナプス

強化を誘発する刺激を繰り返し 3回行うと、 

図２． 繰り返し刺激前後の電子顕微鏡写真 (赤矢印は 

        シナプス、黄矢印は枝分かれシナプス）                      
 
その後、週オーダーの長期に維持されるシナ

プス強化が現れることを発見しました。機能

的にも形態的にもシナプスが増えてきたので

す。長期記憶がガラス器内に再現されたとい

うことになります。興味深いことに、この刺

激は短時間内の繰り返しでは無効で、数時間

以上の間隔をおいて繰り返されることが必要

でした。現在は、この強化がどのような細胞

内の現象を経て実現するのかを解析中です。 
 
2）長期シナプス減弱の機構 
 上記のように、短期の強化を繰り返すと長

期の強化になるのなら、短期の減弱を繰り返

せば長期の減弱につながるのか、という点は

興味を引きます。1）に紹介した培養脳切片で
試してみると、どうやら本当にそうなるよう

です。このような「負の記憶」についても、

細胞レベルでの解析を加えています。 
 たとえば、全面的に神経活動を抑制すると、

シナプスが減るどころか細胞自体が死んでし

まいます。上のシナプス廃止と細胞死の間に
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は、機構上の類似点があると思われます。こ

れまでの私たちの研究から、神経活動に伴っ

てシナプスの機能を維持する因子が放出され

ていることが示唆されており、これらの因子

は細胞死抑制因子とオーバーラップするから

です。 
 
3）グリア細胞の細胞生理学 
 一見少し離れたテーマとして、グリア細胞

の細胞生理学にも取り組んでいます。グリア

細胞は、古典的な教科書では神経系の機械的

支持や恒常性維持といった静的な役割しか与

えられていませんが、最近は神経栄養因子の

合成や放出など、シナプス機能を調節する積

極的な役割が考えられています。私たちは現

在、機械刺激に対するグリア細胞の応答を解

析しています。刺激を受けたグリア細胞は、

グリア細胞同士の間で神経間のシナプスとよ

く似た情報の伝達を行って、その後細胞貪食

作用や遊走、増殖といったアクティブな活動

を開始することが分かってきています。 
 
イチオシ論文  
Tominaga-Yoshino, Kondo, Tamotsu & Ogura: 
(2002) 

 ラットの脳（海馬）を薄切片にして培養し、

シャーレの中に「ミニ脳」を維持する。これ

に短期可塑性誘発刺激を加える。１回だけで

は一過性のシナプス強化が起こるだけで持続

しないが、同じ刺激を１日１回ずつ３回繰り

返すと、数日かけてゆっくりと発達し数週間

以上の長期にわたって維持される真に持続的

なシナプス強化が起こった。電気的な指標と

平行して、形態的に確かめられるシナプス構

造の増加も起こった。興味深いことに、必ず

３回の繰り返しが必要で、その３回には適切

な時間間隔が必要だった（続けざまに３回で

は無効）。現在の学界では、短期可塑性誘発の

数十分~数時間後に起こるシナプスの形態変

化を、長期化への転換機構と見なすのが主流

的考えだが、それは 24時間以上は持続しない

ので、私たちはそれと繰り返しによって始め

て成立する真に長期的なシナプス強化とは別

物だ、という新仮説を提唱している。 
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感覚生理学グループ  
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/bio_web/ 
lab_page/kawamura/index.html 
 
教授：河村悟 Satoru KAWAMURA 
助教授：尾崎浩一 Koichi OZAKI 
助手：三輪尚史 Naofumi MIWA（2004年 3月

まで） 
助手：橘木修志 Shuji TACHIBANAKI 
 

 我々には、眩しいほどの明るさの下でも星

明かりの下でもものが見える。これは網膜中

の光検出細胞である視細胞が適切な光感度を

持ち、かつ、明るさに応じて光感度の調節が

行われるからである。我々は視細胞における

感度決定の仕組み、感度調節の仕組みを研究

している。また、視細胞は特定の部位が光検

出に特化している。このような構造をとるに

は適切な蛋白質が適切な場所へ輸送されなけ

ればならない。その仕組みの研究を行ってい

る。 
 
活動内容紹介  
1）桿体と錐体を特徴づける分子機構（橘木、
河村） 
 明時と暗時とではものの見え方が違う。明時

は色が見え、素早く動く物体を目で追うことが

出来る。一方暗時は色が見えず、早く動く物体

を目で追うことは難しい。我々の網膜には光を

検出するための視細胞が存在する。視細胞には

桿体と錐体とがあり、桿体は暗所で働き、錐体

は明所で働く。明時と暗時とで見え方が違うの

は、桿体と錐体とが元来備えている性質の違い

による。我々は現時点では世界で唯一錐体を精

製する技術を持っており（図１）、精製した桿

体と錐体を使い、桿体と錐体の性質の違いがど

のような分子メカニズムの違いに由来するの

かを明らかにしたいと考えている。 

 
2）光感度調節蛋白の作用機構 （河村、橘木） 
 我々の視覚系はその時々の光環境に応じ

て”慣れ”を起こし、適切に感度を調節して

いる。このような”慣れ（順応）”に関与する

と考えられ、我々の発見した S-modulin 
（recoverinとも呼ばれる） について、その作
用機構を研究している。 
 
     図１．精製した桿体(左)と 錐体(右)。 
 
3）視物質の合成・輸送の研究 （尾崎） 
 細胞がその機能を発揮するためには、機能

を司る蛋白質が細胞の機能部位へ適切に輸送

されることが必須である。感覚受容細胞を含

む神経細胞は、刺激受容部位やシナプス結合

部位など多数の特殊化した機能部位を持つ多

極性の細胞であり、各極への蛋白質や膜小胞

の選択的輸送が、感覚受容や記憶など神経の

高次機能形成の基盤となっている。我々は、

遺伝子操作および生育環境の制御が容易なシ

ョウジョウバエの視細胞を用いて、視物質や

シナプス構成蛋白質の合成・選択輸送機構を

明らかにし、神経細胞の高次機能形成の過程

を解明することを目指している。特に、細胞

内での小胞輸送の制御を行っていると考えら

れている Rab 蛋白質に着目し、その変異によ
る視細胞の微細構造・機能変化を解析するこ

とにより、視物質の輸送過程や選択機構を明

らかにしつつある。 
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図２．野生型(左)と Rab1 変異体(右)の複眼の外部形態 

 
イチオシ論文  
Tachibanaki, Tsushima & Kawamura (2001) 
 我々の視覚系は桿体と錐体とから出来てい

る。桿体は光感度が高く錐体は低い。また、

時間分解能は錐体の方が高く桿体では低い。

我々の視覚系が桿体と錐体の２つの要素から

出来ていること（視覚の２元説）が報告され

たのは 1823年であり、神経系に関する様々な
発見を行ったプルキンエによって報告された。

1960 年代以降、確かに桿体と錐体とで光を検
出する上で性質が異なることが現象的に観察

されてきた。また、桿体の場合は光の検出機

構については分子レベルで機構が明らかにさ

れた。しかし、錐体と桿体の光感度の違いや

時間分解能の違いがどうして生じるのかの分

子機構については殆ど分からなかった。その

理由は、純粋に錐体だけからなる試料を大量

に得ることが出来なかったからである。 
当論文では、コイを実験材料とすれば錐体を

分離精製できること（図１）を世界で始めて

示すとともに、精製錐体と桿体とを使い、桿

体と錐体の光検出における性質の違いが何処

に由来するのかを明らかにした。この分野で

は、世界で最初の論文であり、発表後直ちに

review 紙で紹介された。現在は、この論文の
成果を元に、錐体での光‐電位変換機構にか

かわる諸反応について、先駆的な研究を行っ

ている。 

 



 16 

生物分子エネルギー変換学グループ  
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/bio_web/ 
lab_page/bioerg/index.html 
 
助教授：山本泰望 Taibo YAMAMOTO 
助教授：井上明男 Akio INOUE 
助教授：荒田敏昭 Toshiaki ARATA 
 
活動内容紹介  
1） 筋小胞体 Ca ポンプ ATPase（山本）  
 筋小胞体 (SR) は ATP を分解しながら SR
膜内にCaを取りこむことによって筋細胞内の
Ca濃度を低く保っています。我々は ATPとポ
ンプタンパク質との反応によって形成される

高エネルギーリン酸化中間体の挙動が SR 膜
を介するCaの転移反応とどのように共役して
いるかを反応速度論、化学修飾や分子遺伝学

的手段を用いて研究しています。最近、熱不

安定なホタテ貝の SRを 37 ℃以上で数分間処
理すると、SR 膜の Ca に対する透過性は正常
に保たれているにもかかわらず、反応中にい

ったん取りこんだCaを再び外へ放出すること
がわかりました。この脱共役の原因を調べた

結果、高エネルギーリン酸化中間体形成時に

酵素によって閉塞されたCaが中間体の分解と
ともに、ＳＲ内腔へではなく、小胞膜外へ遊

離されるためであることが示唆されました 
[Matsuo et al. (2002)]。 

図 1、カルシウム-ポンプの分子運動模型の想像図 

 
 この結果は ATP加水分解のエネルギーがイ
オンの輸送方向を維持するのに必要であり、

それが熱変性によって壊わされるとして説明

されますが、目下、Ca ポンプ蛋白質の構造面
からこの可能性を検討しています。 
 
2）ミオシンの双頭構造と筋細胞増殖・分化（井
上）  
 ウサギ骨格筋のモーター蛋白、ミオシンは 2
つの頭部を持ち、両者の化学構造は異なって

おり、触媒機構や運動性も異なっています。

我々はこのようなヘテロダイマー構造が筋収

縮での円滑な滑り運動を起こす要因であると

いう作業仮説のもとに、頭部蛋白質や遺伝子

を分離して分析しています。すでに夫々の

DNAをクローニングし、そのヌクレオチド配
列から全一次構造を解明しました（論文準備

中）。現在、ヘテロダイマーがどのようにして

形成され機能を発揮するかを研究しています。

またミオシン形成の in vivoでの研究も平行し
て行っています。受精卵が発生し、いろいろ

な組織に分化する様子を筋細胞を用いて行い、

目下、平滑筋・心筋・骨格筋への分化を決定

するシグナル蛋白質は何かを究明しています。 
 
3）分子モーター・分子スイッチの動的構造研
究（荒田、科学技術振興調整費特任助手中村

志芳・植木正二） 
 生きた細胞内では蛋白質が動的構造を利用

して機能を発現するという考えに基づき我々

は、超分子複合体の動的構造の解明を目指し

ています。基本的には細胞の運動は、ATP の
分解に共役した蛋白質間の動的相互作用です。

筋収縮運動ではミオシンが、神経軸索輸送で

はキネシンが、ATPを分解しながらアクチン、
チューブリンの上を滑ります。我々はその分

子間相互作用の動的構造の詳細 ( 回転/ゆら
ぎと速度、空間距離など) を電子スピン共鳴 
(ESR) 法を中心に、電子顕微鏡やＸ線小角散
乱などの分子形態研究も併用した物理化学的

手法による解析をおこなっています。我々は

これまで部位特異的スピンラベルＥＳＲ法の

測定技術と理論的解析法に独自の開発を重ね

てきましたが、最近これらの手法を用いて、
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ＡＴＰ分解にともなうキネシン分子のチュー

ブリン上での詳細な動きを、原子構造変化と

して捉えることにはじめて成功しました。こ

れらの成果のうち 1 報が掲載されました
[Sugata et al. (2004)]。 
 さらに収縮制御蛋白質（カルシウムスイッ

チ・トロポニン）の機能についても、新しく

開発した手法を用いて解明し論文発表を準備

しています。また共同研究で DNA複製に関与
する蛋白質複合体がリング構造であることを

電顕観察で見つけました[Kubota et al. (2003)]。 

図 2、モーター蛋白質とスイッチ蛋白質の分子運動の研究
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発生生物学グループ  
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/bio_web/ 
lab_page/nishida/index.html 
 
教授：西田宏記 Hiroki NISHIDA（2003年 4月

より） 
助手：熊野岳 Gaku KUMANO（2003年 10月

より） 
助手：檜枝洋記 Yohki HIEDA 
 
 我々はすべて 100 ミクロンの受精卵から発
生してきます。私たちの研究室ではスタッフ

を含め総勢 19人で、顕微胚操作と遺伝子工学
的手法を駆使し、いかにして卵からからだが

できあがるかという問題に取り組んでいます。 
 
活動内容紹介  
1）初期胚発生の解析 
 発生過程では、ただ細胞の数が増えるだけ

ではなく、多種多様な機能を持った細胞が作

り出されてきます。例えば、表皮、筋肉、神

経、血液細胞などがそれです。これらの細胞

もすべて元をたどれば、受精卵からできてく

るわけです。卵が分裂した後、特定の細胞が

筋肉に、また別の細胞が神経になっていくの

は、どのような仕組みによっているのでしょ

うか。すなわち細胞の発生運命決定のメカニ

ズムを解明するのが、本研究室のテーマです。 
 実験材料としては、脊椎動物に進化する少

し手前の動物であるホヤを用いています。ホ

ヤの受精卵は 35時間で図のようなオタマジャ
クシに発生します。すでにホヤの発生は詳細

に記載されており、胚のどこから、オタマジ

ャクシのどこがつくり出されるかを、正確に

予測できるのです（右図）。 
 研究の独創的な点は、発生運命の決定機構

に関して、ホヤという実験動物を取り上げ、

それをまるごと一匹分、解明しようとすると

ころにあります。ホヤのオタマジャクシ幼生

は単純な構造を持ち、少数の細胞でできてい

ます。このことは、胚発生における発生運命

の決定機構を組織ごとに、かつ全ての組織タ

イプについて明らかにできるという可能性を

示しています。単純ではあるものの、脊椎動

物の原型をなす動物を用い、そのほとんどの

組織について細胞運命決定機構を解明するこ

とは、発生学の進歩において有意義な一里塚

になると考えられます。 
 

2）器官形成の解析 
 器官形成は上皮組織と間充織の相互作用・

形態形成によって進行します。マウス唾液

腺・乳腺・毛包などの器官原基を用いて、上

皮形態形成過程における細胞接着の制御や

ErbB シグナルシステムの役割、間充織形態形
成運動の機構、上皮管腔形成機構の解明に取

り組んでいます。 
 
 
 
 
イチオシ論文  
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Nishida & Sawada (2001) 
 いったいどの様なしくみでそれぞれの胚細

胞は、異なる発生運命を選び取っていくので

あろうか。もっともシンプルでわかりやすい

可能性は、受精卵の細胞質は均質ではなく、

各種の発生運命決定因子が偏って存在してお

り、それらが卵割により別々の細胞に受け継

がれていくことによって、細胞の発生運命に

違いをもたらしていくという考え方である。

卵細胞質移植実験により、ホヤの卵細胞質に

は筋肉決定因子が偏って存在することがわか

っていた。そして、ついにその筋肉決定因子

の実体が判明した。動植物半球のサブトラク

ションにより同定された macho-1 遺伝子から
作られる mRNAは、受精卵の細胞質中で、筋
肉細胞になっていく部分にのみ局在している。

mRNA 破壊実験や過剰発現実験などの結果は、
macho-1 mRNAがまさに 100年来、追い求めら
れてきた筋肉決定因子であることを示してい

る。 
 我々は卵中の局在 mRNAの中から筋肉決定
因子を同定するべく，マボヤを用いて実験を

開始した。まず、８細胞期胚の動物極側割球

と植物極側割球のそれぞれに由来する cDNA
の間でサブトラクションをおこない、植物極

側により多く存在するクローンを得た。それ

らの中で，whole-mount in situ Hybridizationに
よって、その mRNAが筋肉決定因子の予想分
布領域と一致するものを探した。得られた候

補についてアンチセンス DNA オリゴを設計
し，これを未受精卵へ注入することによりそ

の母性 mRNAを特異的に分解した後、受精さ
せ、発生した幼生を観察した。その結果、尾

の筋肉が消失するクローン１種を見つけた。

私たちはこのクローンを macho-1（マッチョワ
ン：MAboya no Cho Omosiroi idensiの略）と名
付け，詳しい解析をおこなった。macho-1 
mRNAはZnフィンガータンパク質をコードし
ていた。macho-1タンパク質は転写因子であり、
強制発現した標識付きタンパク質が核に移行

することからもこれが支持される。さらに、

macho-1 mRNA を合成し過剰発現させると全

ての細胞が筋肉になってしまうことから、

macho-1 はオタマジャクシ幼生の尾の筋肉形
成に必要十分であると結論された。macho-1タ
ンパク質は、筋肉分化カスケードの最上流に

位置し、下流の筋肉特異的遺伝子の発現を引

き起こすことがその後の研究によって証明さ

れている。 
 卵にあらかじめセットされた情報がどのよ

うにして具現化されていくのかは、すべての

動物種に共通のテーマであるが、これを解明

するのにホヤの系は良いモデルとなると思わ

れる。macho-1はその研究の糸口となる分子で
あると考えている。 
 ここで紹介した研究は、Nature の同号の
News and Viewsでも紹介されており、歴史的
いきさつ等に興味がある方は、そちらも参照

されたい。 
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植物生長生理学グループ  
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/bio_web/ 
lab_page/cell_physiol/sitepg/ 
 
助教授：柿本辰男 Tatsuo KAKIMOTO 
助教授：水野孝一 Koichi MIZUNO 
助手：浅田哲弘 Tetsuhiro ASADA 
 
植物の形態形成の理解のためには、内的プロ

グラムとしての遺伝子発現からシグナル伝達

を通じた構造形成や、その過程に環境シグナ

ルがどのように影響するのかなど興味深い問

題がたくさんあります。私達は、植物形態形

成の本質的な問題にを解明するため、遺伝学

的、分子生物学的、細胞生物学的手法を駆使

して研究を進めています。 
 
活動内容紹介  
1）細胞間シグナル分子を介した形態形成の調
節機構 
 多細胞生物である植物の機能が細胞間のコ

ミュニケーションに依存していることはいう

までもありません。細胞外に出て情報を伝え

るシグナル分子で典型的なものはいわゆる植 

 
物ホルモンですが、それ以外にも様々なペプ

チド性の分子なども細胞間のシグナル分子と

して働いているようであることが最近わかり

つつあります。私たちは、植物ホルモンの中

でも主にサイトカイニンの合成と受容・情報

伝達機構の研究を行い、これまでにサイトカ

イニンの合成酵素とサイトカイニンの受容体

を発見しています。最近はこれらに加え、遺

伝学的手法を用いて、未知の細胞間シグナル

分子の解明とこれらを介した形態形成の調節

機構の研究を進めています（柿本ら）。 
 
2）細胞骨格と細胞壁形成 
 水野らは動物細胞と異なり細胞分裂に必須

な中心体を持たない高等植物細胞がどのよう

な機構で微小管構築を行い紡錘体の形成を制

御し、細胞分裂を完遂させるのかを分子レベ

ルで明らかにしようとしています。また細胞

分裂・伸長生長のプロセスに不可欠であるに

もかかわらず理解が進んでいなかった細胞膜

上でのセルロース合成機構とその微小管依存

的配向制御機構を解明するため、合成酵素複

合体の分離を成功させ、その構成タンパク質

の遺伝子解明を行っています。 
 
3）細胞分裂面決定機構・モータータンパク質 
 
 
 
 
 
 
図２．分裂期後期のキネシン様蛋白質 TKRP125 の局在（赤） 

 
陸上に進出した植物は細胞壁を強化し（重力

対策）、根、通道組織、蒸散防止装置を発達さ

せました（乾燥対策）。今日の陸上植物にみる

細胞形態制御や細胞質分裂のしくみは、動物、

菌類、そして、多くの藻類にさえみられない

特殊なものですが、この特殊性は、上述の適

応なかで生じたと考えるとよく説明できます。

浅田は、１）この特殊化に寄与した微小管シ

ステムの進化について、また、２）陸上植物

組織の構築に寄与する細胞質分裂制御（分裂

面制御）のしくみについて研究を行っていま

 

図１．サイトカイニン受容情報伝達系 
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す（浅田ら） 
 
イチオシ論文  
Inoue, Higuchi, Hashimoito, Seki, Kobayashi, 
Kato, Tabata, Shinozaki & Kakimoto (2001) 
 植物ホルモン、サイトカイニンに対する応

答能が低下したシロイヌナズナの原因遺伝子

CRE1を同定し、ヒスチジンキナーゼをコード
すること、その機能解析から、CRE1がコード
するタンパク質サイトカイニン受容体である

ことをつきとめた。 
 
Kakimoto (2001) 
 ゲノム情報解析と、生化学的研究から、サ

イトカイニン合成の律速酵素を同定した。ま

た、サイトカイニンは、主に ATPと ADPのイ
ソペンテニル化により合成が開始されるとい

う合成ルートを解明した。 
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 ・  ・ 

粘菌の分子細胞生物学グループ  
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/~ogihara/ 
GroupHP/GroupHP.html 
 
教授：荻原哲 Satoshi OGIHARA 
助教授：前田ミネ子 Mineko MAEDA 
 
 細胞は自分をとりまく環境に無関心ではお

れない。私たちが研究している二種類の粘菌

---細胞性粘菌ディクチオステリウムと真性粘
菌フィザルム---ではどちらも、環境への応答
が細胞のありようの変化というかたちであら

われる。環境が変化すると単細胞が集合し多

細胞体になったり多核体になったりする。私

たちはこのダイナミックな細胞性 Cellularity
の変化を可能にする仕組みを分子レベルで明

らかにしてきている。 
 
活動内容紹介  
1）膜融合によって細胞が運動するしくみ 
 単細胞アメーバ、多核体アメーバでは仮足

の伸張は細胞膜が拡大することで起こる。拡

大には細胞内小胞が細胞膜と膜融合すること

が必要と考えられる。アネキシンはカルシウ

ムイオン依存的にリン脂質に結合する蛋白で

あるが、細胞膜と細胞内小胞の融合に働く。

その詳しい仕組みをさらに明らかにする事を

目指している。 
 
2）多細胞体を維持 運動 発生させるしくみ 
 多細胞体は光をもとめて移動し適切な場所

に到達すると次世代・胞子を残す。多細胞の

走光性運動では細胞間情報伝達が個々の細胞

の挙動を高度に協調化する。また多細胞体は

移動しながら細胞分化し、位置によって異な

った遺伝子発現パターンを示すようになる。

私たちは In situ hybridizationによって解析して
いる。 
3）細胞膜の損傷を修復するしくみ 
 細胞膜は外力あるいは自ら発生する力によ

って容易に損傷する。細胞膜に開いた穴はす

ばやく修復されるので細胞は死から逃れられ

る。この膜修復システムはほぼ全ての細胞に

備わっている。細胞膜修復にもアネキシンが

関与していることを発見した。（下図）。現在

アネキシン以外にも膜修復機構で働くいくつ

かのタンパク質を同定しつつあります。それ

らのタンパクの機能を明らかにすることを目

指している。 
 

上図 真性粘菌フィザルムのアネキシン蛋白は細

胞質の小胞に結合している。細胞膜が傷つくと修

復箇所にアネキシンが集合する（白色）。顕微操作
により細胞膜に微小な傷をつけ、蛍光抗体法によ

りアネキシンの局在を調べる。膜修復は数秒で完

了する。 

 
イチオシ論文 
 全ての生物は単細胞、多核体、多細胞生物

のいずれかの体制をとっている。本グループ

は、これらの体制の構築機構の理解を目指し、

原生生物 (Protista)をモデル生物として研究に
取り組んでいる。多細胞生物のモデルとして

は細胞性粘菌 (Dictyostelium) およびボルボッ
クス (Volvox) を、また単細胞および多核体生
物のモデルとしては真正粘菌 (Physarum) を
用いた解析をおこなっている。 
緑色藻類ボルボックスは球形の定数群体であ

る。ボルボックスは発生過程で、ウニの受精

卵の胞胚に似た一層の細胞シートを形成する。

シートはやがてダイナミックに表裏逆転する。

反転にはモーター蛋白ミオシンが必須である

こと、胚の反転は未反転領域の収縮が必須で

ある (Nishii & Ogihara, 2000)。 

 
上図は反転過程で起こる細胞サイズや形の変

膜修復箇所にアネキシンが集合し
てくる 
 

   細胞を物理的に引きちぎる 

  強い紫外線でも細胞膜が損傷する 

小胞に結合したアネキシン 
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化とアクチン・ミオシン分子の局在の変化を

示している（阪大１０選）。反転に関与する分

子を同定するために、トランスポゾン・Jordan
を利用し、反転が異常な変異株を多数単離し

た。Jordan をタグとして変異遺伝子を同定し
たところ微小管に結合してモーター蛋白とし

て働くキネシンであった。反転異常株の系統

的な解析は反転に関与する分子群を同定し、

それらの分子の役割を明らかにするであろう。

その結果は動物の胚発生の理解に大きく貢献

するものと期待される。 
 
細胞性粘菌は最も単純な多細胞体制をとる

プロチスタである。発生の各段階で２種類の

細胞が分化し、それらの細胞の分布や比率が

厳密に調節されている。ナメクジ状の移動体

前部に予定柄細胞が、後部に予定胞子細胞が

分布する。このように単純な細胞分化のパタ

ーンは、高等動物に認められる複雑なパター

ン形成を理解する上でのモデルとして役立つ

ものである。私たちは、マイクロアレイとイ

ンシチュ・ハイブリダイゼーション(ISH)の併
用により、多数の予定胞子遺伝子と予定柄細

胞遺伝子を同定することに成功した（下図、

阪大 100選）。 

 
予定柄細胞領域は複数のサブドメインに分

かれ、遺伝子毎に発現サブドメインが決定さ

れ、且つ各発生段階でそれぞれ異なる発現調

節を受けていることを明らかにした。細胞外

因子として知られる脂溶性の低分子 DIF や転
写因子 STATa や PKA の遺伝子発現への関与
について解析中である。 
 

ごく最近の成果：Preview 
Maeda, Lu, Shaulsky, Miyazaki, Kuwayama 
Tanaka, Kuspa & Loomis (2004) 
 多細胞体へ発生できない変異株の解析によ

り、MAP-キナーゼ ERK2が単細胞世代から多
細胞世代への移行に関与するタンパク質であ

ることを明らかにした。ERK2を活性化する細
胞外シグナルは、細胞性粘菌の多細胞体形成

に必須の役割を果たす cAMP である。この論
文では自発的に起こる cAMP レベル及び
ERK2 の活性化レベルの変動が in phase で起
こることを明らかにした（下図 A）。 cAMP
による ERK2 の活性化経路を明らかにし PKA
が ERK2 活性を抑制する因子であることを突
き止めた。最近になって、多細胞体形成不能

株である ERK2 欠損株のサプレッサーとして
細胞内の cAMP ホスファターゼ (RegA) 欠損
株がとられ、ERK2 が直接あるいは間接的に
RegAをリン酸化することにより RegAを阻害
していることを明らかにした。私たちは、こ

れらの結果を統合する cAMP 合成調節のネッ
トワーク・モデルを提案した。このモデルに

基づいて行ったシュミレーションは、cAMP
レベル及び ERK2 活性化レベルの自発的な振
動とよく一致するものであった（下図 B）。今
後、PKA 等のコンポーネントの活性化レベル
のリアルタイムでの変動や細胞内での局在の

変化を解析することにより、刺激—応答の分
子機構の理解が一段に進むものと期待してい

る。 
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核機能学グループ  
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/%7Etakisawa/ 
index.html 
 
教授：滝澤温彦 Haruhiko TAKISAWA 
助手：久保田弓子 Yumiko KUBOTA 
 
生命を特徴づける自己複製システムの基本要

素は、細胞の設計図である遺伝情報を正確に

複製して娘細胞に分配することである。この

過程で生じる破綻から染色体をまもる機構は、

細胞の老化やガン化を抑制する上で中心的な

役割を果たしている。この研究グループは、

アフリカツメガエル卵無細胞系を用いて自己

複製する染色体超分子装置を試験管内で再構

成し、その成果に基づき細胞の老化やガン化

などの問題を解決する新しい方法の開発を目

指している。 
 
活動内容紹介  
1）MCMの機能 
 私たちはこれまで、アフリカツメガエル卵

無細胞系を用いて複製のライセンス化、すな

わち１回の細胞周期で１度だけ染色体 DNA
が複製される事を保証する機構の研究を行い、

MCM 複合体がライセンス化に中心的な役割

を果たしている事を明らかにしてきた。この

研究をさらに発展させ、染色体に結合してい

る MCM 複合体を免疫沈澱により精製してそ

の生化学的な性質を明らかにした。その結果、

MCM 複合体は複製開始に伴い強固な

Cdc45-MCM複合体に変換され、この複合体は
DNA二本鎖を開裂させる DNA helicase活性を
示す事を見出した。これらの結果は、複製開

始後に形成される MCM-Cdc45 を含む強固な
複合体が DNA複製の helicaseとして働いてい
る事を示唆したものである。 
 
2）新規複製因子の同定 
 遺伝研の荒木、上村らと共同研究を行い、

複製開始に必要な新規因子として４種類の蛋

白質からなる Xenopus GINSを同定した（詳細

は一押し論文参照）。また、複製開始とチェッ

クポイントに働いている酵母 Dpb11/Cut5 の
Xenopusホモログを同定した。Xenopusホモロ
グはヒト TopBp1/ショウジョウバエMus101と
高い相同性を示し、染色体複製開始に必要で

あったが、複製鎖の伸長反応には必要とされ

なかった。また、高等真核細胞において

Cut5/Dpb11 ホモログが Cdc45 や GINS の上流
で働く因子であることを明らかにした。 
今後、酵母ですでに同定されている Sld2, Sld3
を含め複製開始に関わる因子を網羅的に同定

し、その機能を解析したい（図１）。これらの

因子を同定することは、試験管内での自己複

製系を作成するための重要なステップとなる。

また、複製のライセンス化を阻害するジェミ

ニンを含め多細胞動物に特有な因子の機能を

解析することで、単細胞生物では見られない

細胞増殖制御機構を解明したい。 

図：真核細胞の染色体複製開始に関わる因子 
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イチオシ論文  
Kubota , Takase, Komori, Hashimoto, Arata, 
Kamimura, Araki & Takisawa (2003) 
この論文では真核細胞の染色体 DNA 複製
開始に必要な４種類の新規因子(Sld5, Psf1, 
Psf2, Psf3)をアフリカツメガエル卵の系を
用いて同定し、それら４種類の蛋白質が 4
量体の複合体として機能しており、複製装

置の形成に必須であることを報告している。

さらに、電子顕微鏡による観察から４量体

複 合 体 GINS (Sld5-Psf1-Psf2-Psf3; 
go-ichi-ni-san) がリング状の構造をしてい
ることを明らかにした。これまで、リング

状構造をした複製蛋白質としては DNA ポ
リメラーゼのクランプである PCNA が知ら
れており、複製以外に多様な機能を持って

いる事が示唆されている。今回発見した

GINS 複合体は染色体の複製に必要な３種
類の DNAポリメラーゼの中で、多様な機能
を持つ事が予想されている DNA ポリメラ
ーゼεと相互作用しており、真核細胞の複

製機構を解明する上で大きな一歩となる発

見である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
論文図：アフリカツメガエル GINS 複合体の電子顕微鏡写真 
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系統進化学グループ  
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/bio_web/ 
lab_page/tsuneki/index.html 
 
教授：常木和日子 Kazuhiko TSUNEKI 
助教授：堀内眞理 Shinri HORIUCHI 
講師：伊藤一男 Kazuo ITO 
助手：古屋秀隆 Hidetaka FURUYA 
 
活動内容紹介  
1）ニハイチュウの生物学 
 ニハイチュウは、頭足類すなわちタコやイ

カの腎臓内に寄生ないし共生している、体長 1 
mm 前後の多細胞動物である。「多細胞」とは
いっても、その体を構成する細胞数は 30～40
個程度で、全動物界で最も少ない。研究室で

は、ニハイチュウの総合的研究、すなわ 

ち「ニハイチュウの生物学」の展開を目指し

ている。種の同定・記載からはじまり、無性

生殖・両性生殖の両過程における細胞系譜の

追跡、幼生・成体の微細構造の記載、生活史

戦略の解明などを行ってきた。また、ニハイ

チュウの形態形成に係る遺伝子の探求や、頭

足類の腎臓の組織像の系統的比較、頭足類の

分子系統、中でもコウイカ類の分子系統地理

学などにも研究テーマをひろげている。 
 
2）神経冠発生機構の進化発生生物学 
 神経冠（神経堤）は、脊椎動物の個体発生

の過程で、神経管背側に現れ、やがて個々の

細胞にわかれて体内各所に移動し、移動先で

感覚神経、自律神経、グリア細胞、色素細胞

さらに頭頸部では軟骨や結合組織に分化する

胚組織である。このように移動能および多分

化能をもつ神経冠細胞は、発生生物学の研究

材料としてすぐれているばかりでなく、脊椎

動物の体制の成立にとっても鍵となる細胞と

考えられる。研究室では、モデル動物のマウ

スの胎仔を用い、in vitro、in vivo 双方の系で、
神経冠細胞の発生機構の分子発生生物学的研

究を行う一方、最も原始的な脊椎動物である

ヤツメウナギの胚における神経冠細胞の挙動

の研究を通して、脊椎動物の体制の成立の進

化的背景を探っている。 
マウス胎仔を用いた研究では、神経冠細胞

の移動が、細胞外基質分子の一つであるコン

ドロイチン硫酸の移動経路における特異的分

布とシグナル分子の一つである fibroblast 
growth factor-2に対する神経冠細胞の走化性な
どにより制御されていることが判明した。ま

た感覚神経、グリア細胞への発生運命の決定

に sonic hedgehog、bone morphogenetic protein-4、
fibroblast growth factor-2 などのシグナル分子
および Notch signaling が関与していることも
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判明しつつある。さらにヤツメウナギ胚等を

用いた進化発生生物学的研究では、神経冠細

胞の進化的起源が、脊椎動物の祖先において

感覚神経に分化していた細胞に求められるこ

とが示唆された。 
 
３）全学共通教育の生物系の講義、実習の企

画立案、特に実習においては実際の実施面に

おいて、当グループのメンバーが中心的な役

割を果たしている。 
 
イチオシ論文  
Furuya, Hochberg & Tsuneki (2003) 
ニハイチュウが頭足類の腎嚢という生活環

境でどのような繁殖戦略をとっているか明ら

かにした。種により配偶子形成において戦略

が異なり、大きく 3 つの特徴的なタイプがみ
られた。このうち 2 つのタイプの間で生殖腺
数と生殖腺当たりの配偶子数にトレードオフ

の関係がみられた。一方は、生殖腺のサイズ

が小さく 1 個体当たりの数は多いが、生殖腺
当たりの配偶子の数は少ない。もう一方は、

生殖腺のサイズが大きく 1 個体当たりの数は
少ないが、生殖腺当たりの配偶子の数が多い。

つまり両者は結果として形成される配偶子数

の総和は等しく、またそれにかかるコストも

等しいと考えられる。もう 1 つのタイプはプ
ロジェネシス的なタイプで、成体のサイズが

小さいために生殖腺数や配偶子数がともに少

ない。このタイプは 1 個体としての生産性は
小さいが、成体のサイズが小さい分、より多

数の個体が生活環境を利用できると考えられ

る。 
 
Ota & Ito (2003) 
三叉神経節は脊椎動物頭部脳神経節の一つ

であり、それを構成する感覚神経は頭部神経

冠細胞および上皮プラコードに由来する。ま

た、感覚神経への発生運命の決定には転写因

子 neurogenin-1が機能している。本研究におい
て我々は、定量的 RT-PCRによる mRNAの発
現量の測定および免疫染色による特定タンパ

ク質の発現部位の特定を通して、マウス頭部

神経冠細胞における neurogenin-1の発現が、シ
グナル分子 sonic hedgehog によって誘導され
るばかりでなく fibroblast growth factor-2 で抑
制されることを示した。この結果は、三叉神

経節に含まれる感覚神経の発生運命の決定が、

sonic hedgehogおよび fibroblast growth factor-2
の相反する働きによって制御されていること

を示す。  
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植物生態生理学グループ  
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/bio_web/ 
lab_page/terashima/entrance/entrance.html 
 
教授：寺島 一郎 Ichiro TERASHIMA 
助教授：高木 慎吾 Shingo TAKAGI 
助手：野口 航 Ko NOGUCHI 
 
 生物現象に接した時，なぜ？という疑問が

わく。その疑問は Why 疑問と How 疑問とに
分けることができる。これらは本質的に違う

疑問であり，通常，生態学では Why疑問に対
する答えを，生理学では How 疑問に対する
答えを追求する。 
 植物生態生理学研究グループは，「How も
追求する生態学・ Why も考える生理学」を
目標に，植物の生態学と形態学と生理学の境

界領域の開拓をめざしている。 
 
活動内容紹介  
1）最適な光合成系の構築・維持 
 植物は限られた資源を利用して最大の光合

成生産を実現するような体制を構築し，維持

する。一枚の葉，草本植物個体，樹木の光合

成系の構築と維持の機構について，光や温度

などの環境要因や窒素栄養の影響に注目しつ

つ，さまざまな手法を用いて研究している。

低温，ウイルス感染，乾燥などのストレスの

影響や，植物体の構築コストに関する研究も

進めている。 

 
 

2）シアン耐性呼吸経路（AOX）の生態学的意
義 
 植物の呼吸鎖には，ATP エネルギー生産を
伴わないシアン耐性経路がある。シアン耐性

経路の末端酸化酵素 AOX とシトクロム経路
の酸化酵素COXとの酸素同位体分別の違いを
利用して，二つの経路の電子伝達速度の分別

定量を行い，シアン耐性経路が駆動される条

件を調べている。またその背景にある AOXの
制御メカニズムを，生化学的な方法で解明し

ている。光合成系と呼吸系との関係を明らか

にする研究にも着手した。 
 
3）細胞レベルでの環境応答 
 動物のように動き回れない植物は外部環境

要因の変動に実に巧みに対応する。刺激の受

容から現象の発現にいたる情報伝達系路につ

いて，細胞生物学的手法，生化学的手法を駆

使して解析している。特に，細胞質の運動，

細胞骨格の構築，茎や葉柄の屈曲や伸長成長

に力を注いでいる。刺激としては光，力学的

ストレス，CO2に注目している。 
 
イチオシ論文  
1) Noguchi, Go, Miyazawa, Terashima, Ueda & 
Yoshinari (2001) 
 植物体の構成と維持に関わるコストのうち

構成コストについては研究が進んでいる。一

方，維持コストについては生理的な測定に基

づいた研究例がほとんどない。そこで完全展 

 
 

 
図 1．植物のミトコンドリアの呼吸鎖 

植物に特有な Alternative oxidase (AOX) は，ユビキノンから電子を受け取り，酸素を還元する。この際，プロトン
を輸送しない。植物には，プロトンの電気化学的ポテンシャル差を解消する脱共役タンパク質（UCP）も存在する。 



 29 

開葉の維持コストの定量を試みた。耐陰性植

物クワズイモでは，作物のインゲンマメより

も呼吸エネルギー生成速度は低かったが，呼

吸系の ATP生産効率は高かった。維持過程の
うちタンパク質の代謝回転と光合成産物の転

流に必要なエネルギーコストとも，クワズイ

モモで低かった。クワズイモの葉では，低い

エネルギー生成速度に応じて，維持過程にお

けるエネルギー消費が抑えられていることが

わかった。 
 
2) Yano & Terashima (2001) 
 明るい場所にできる陽葉の柵状組織は，暗

い場所にできる陰葉と比較して厚い。個体内

の葉やシュート先端を部分被陰することによ

り，柵状組織の細胞層数が増加するのは，発

生途上の葉そのものの光環境ではなく，成熟

葉の光環境であることを明らかにした。また，

成熟葉からのシグナルは盛んに面積展開方向

に分裂している若い葉の細胞に柵状組織を厚

くする方向の分裂を誘導することも明らかに

なった（Yano and Terashima, 2004）。 
 
3) Terashima & Ono (2002)  
 切り葉の葉柄から蒸散流を介してアクアポ

リン阻害剤の HgCl2 を作用させると，葉の細

胞間隙から葉緑体までの CO2拡散抵抗が著し 
く増加した。拡散抵抗を増加させる濃度域が，

水の透過性を阻害する濃度域と一致すること

から，葉の葉肉細胞膜のアクアポリンが，CO2

も透過させる可能性を指摘した。さらに，オ

オムギのアクアポリンをイネの葉で過剰発現

させ，アクアポリン存在量に応じて拡散抵抗

が低下することを示した。植物葉におけるア

クアポリンの CO2輸送能を初めて実証した研

究である（Hanba et al. 2004，岡山大などとの
共同研究）。 
 
4) Takagi, Kong, Mineyuki & Furuya (2003) 
 赤外光顕微鏡とデジタル動画像解析により，

細胞質運動性の光制御について定量的析を行

なった。細胞質運動性はアクチンに依存して

おり，フィトクロムによる制御を受け，光照

射開始後 2-3秒で活発化する。これは、これま
で報告された中で最も早いフィトクロム依存

反応である（日立基礎研究所との共同研究）。 

図 2. 光による細胞質運動性の活発化 
デジタル動画像解析により細胞質の運動性を定量化し､

擬似カラーで表示した（右図：赤は活発､青は不活発）。

左図は同じ細胞の赤外光顕微鏡像。N は核、P は色素体。
論文 4)より。 
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（旧）物性生物学グループ  
（暫定グループ：この制度は 2003年度までの
制度です） 
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/~yonesaki/ 
index2.htm 
 
教授：中西康夫 Yasuo NAKANISHI （2003年

3月まで） 
助教授：米崎哲朗 Tetsuro YONESAKI 
 
活動内容紹介  
1）大腸菌と T4ファージの mRNA分解と調節 
 遺伝子発現のレベルを決定するのは mRNA
量であり、mRNA量は転写と mRNA分解のバ
ランスにより定まる。従って、mRNA 分解は
遺伝子発現において転写と両輪をなす基本的

機構である。しかし、mRNA 分解活性を担う
実体やその活性を調節する仕組みについては

不明な点が多い。 
 私たちは T4 ファージのポストゲノム研究
として着手した課題から、宿主大腸菌のエン

ドリボヌクレアーゼ活性を制御する仕組みの

存在を発見し、これを契機に mRNA分解の機
構と調節の仕組みについて研究を展開してき

た。 
 

 
2）RNase LS の活性制御 

 T４の dmd 遺伝子変異体は後期に発現する
遺伝子群のmRNAが急速に分解されるため発
現不能に陥る。この mRNA分解活性は大腸菌
の新規エンドリボヌクレアーゼ RNase LS の
作用であった。dmd遺伝子が in vivoにおいて
RNase LS活性を抑制する効果をもつことと一
致して、Dmd タンパクは in vitro において
RNase LS活性に対する阻害効果を示した。一
方、RNase LS の活性は T4 感染後に中期遺伝
子群の発現に伴って強まる。これらのことか

ら、T4は RNase LS活性の促進とともに抑制
する機構を兼ね備えていると考えられる。ま

た、大腸菌の iscR遺伝子も in vivo において、
RNase LS活性を抑制する効果をもつことを見
出した。 
 
3）RNase Eと Gの活性制御 
 RNase LSの活性を抑制するのとは対照的に
dmdは RNase Eの活性を促進する効果を示し
た。また、T4 の tk 領域に存在する遺伝子は、
RNase E を中心とするデグラドソームや
RNase Gの活性を強く促進して大腸菌 mRNA
の不安定化を誘導することを見出した。 
 
イチオシ論文  
Otsuka and Yonesaki (2003) 
T4ファージdmd遺伝子変異体にみられる後期
遺伝子発現不能の原因となる RNase の同定を
試みた。既知の endoribonuclease I, III, E, G, P
いずれを欠損した変異株でも dmd変異体は増
殖不能であった。従って、既知の RNase は該
当しないと考えられる。変異誘発した大腸菌

から原因 RNase の活性を欠損した変異体を分
離し、変異遺伝子を mapping したところ既知
の RNase 遺伝子とは異なる部位に存在するこ
とが判明した。従って、原因となるのは新規

RNaseであった。 
 

RNase LS は T4 の mRNA を急速に分解することによって遺伝

子発現不能をもたらす。Dmd は RNase LS 活性を強く抑える

ことによって発現を可能にする。 
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各グループ発表論文  2001-2003 
原著、総説（年号の後に Rと付記）、著書（同 Bと付記）の 3項目に分けて発表年順に掲
載した。同一年内では著者の ABC順に配列した。 

 
構造生物学グループ  
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11007-11012. 

Ollagnier-de-Choudens S, Mattioli T, Takahashi Y, Fontecave M (2001) Iron-sulfur cluster assembly: 
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Chem 276, 22604-22607. 

Saeki K, Takahashi Y, Oh-oka H, Umeoka T, Oda Y, Fukuyama K (2001) Primary structure and 
phylogenetic analysis of the coat protein of a Toyama isolate of tobacco necrosis virus. Biosci 
Biotechnol Biochem 65, 719-724. 

Tokumoto U, Takahashi Y (2001) Genetic analysis of the isc operon in Escherichia coli involved in 
biogenesis of cellular iron-sulfur Proteins. J Biochem 130, 63-71. 

Yamagata A, Masui R, Kakuta Y, Kuramitsu S, Fukuyama K (2001) Overexpression, purification, and 
characterization of RecJ from Thermus thermophilus HB8 and its core domain. Nucl Ac Res 29, 
4617-4624. 

Fukuyama K, Okada T, Kakuta Y, Takahashi Y (2002) Atomic resolution structures of oxidized [4Fe-4S] 
ferredoxin from Bacillus thremoproteolyticus in two crystal forms: systematic distortion of [4Fe-4S] 
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Oh-oka H, Iwaki M, Itoh S (2002) Electron donation from membrane-bound cytochrome c to the 
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crystallization and preliminary X-ray diffraction analysis of a quinone oxidoreductase from Thermus 
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Sriprang R, Hayashi M, Yamashita M, Ono H, Saeki K, Murooka Y (2002) A novel bioremediation 
system for heavy metals using the symbiosis between leguminous plant and genetically engineered 
rhizobia. J Biotech 99, 279-293. 

Sugishima M, Sakamoto H, Higashimoto Y, Omata Y, Hayashi S, Noguchi M, Fukuyama K (2002) 
Crystal structure of rat heme oxygenase-1 in complex with heme bound to azide: Implication for 
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structure of rat apo-heme oxygenase-1 (HO-1): Mechanism of heme binding in HO-1 inferred from 
structural comparison of the apo and heme complex forms. Biochemistry 41, 7293-7300. 
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induction and patterning. Dev Dyn 225, 409-421. 

Nakanishi Y, Hieda Y (2001B) Epithelial Branching. Encyclopedia of Life Sciences. 
西田宏記 (2001B) たった一つの卵から─発生現象の不思議. 東京化学同人. 
西田宏記 (2002B) 生物学データ大百科事典. 朝倉書店. 
 
植物生長生理学グループ  
Matsui K, Collings D, Asada T (2001) Identification of a novel plant-specific kinesin-like protein that is 

highly expressed in interphase tobacco BY-2 cells. Protoplasma 215, 105-115. 
Inoue T, Higuchi M, Hashimoito Y, Seki M, Kobayashi M, Kato T, Tabata S, Shinozaki K, Kakimoto T 

(2001) Identification of CRE1 as a cytokinin receptor from Arabidopsis. Nature 409, 1060-1063. 
Nishihama R, Ishikawa M, Araki S, Soyano T, Asada T, Machida Y (2001) The NPK1 mitogen-activated 

protein kinase kinase kinase is a regulator of cell-plate formation in plant cytokinesis. Genes Dev 15, 
352-363. 

Kakimoto T (2001) Identification of plant cytokinin biosynthetic enzymes as 
dimethylallyldiphosphate:ATP/ADP isopentenyltransferases. Plant Cell Physiol 42, 677-85. 

Nishihama R, Soyano T, Ishikawa M, Araki S, Tanaka H, Asada T, Irie K, Ito M, Terada M, Banno H, 
Yamazaki Y, Machida Y (2002) Expansion of the cell plate in plant cytokinesis requires a kinesin-like 
protein/MAPKKK complex. Cell 109, 87-99. 

Takeda T, Furuta Y, Awano T, Mizuno K, Mitsuishi Y, Hayashi T (2002) Suppression and acceleration of 
cell elongation by integration of xyloglucans in pea stem segments. Proc Natl Acad Sci USA 99, 
9055-60. 

柿本辰男 (2001R) 植物ホルモン、サイトカイニンの受容体. 細胞工学 vv, pp-pp. 
柿本辰男 (2002R) サイトカイニン. 蛋核酵 47, 1651-7.  
Kakimoto T (2003R) Perception and signal transduction of cytokinins. Annu Rev Plant Biol vv, pp-pp. 
Kakimoto T (2003R) Biosynthesis of cytokinins. J Plant Res 116, 233-9. 
浅田哲弘 (2001B) 細胞質分裂の制御. 朝倉植物生理学講座─分化と生長─. (福田裕穂編). 朝倉
書店 69-78. 

柿本辰男ら (2001B) 植物生理学講座. 朝倉書店. 
柿本辰男ら (2002B) 植物の形作り. 共立出版. 
柿本辰男ら (2002B) 新しい植物ホルモンの科学. 講談社. 
Asada T, Yasuhara H (2003B) Cell plate formation: knowledge from studies using tobacco BY-2 cells. 

Tobacco BY-2 cell (Nagata T et al. Ed). Biotechnology in Agriculture and Forestry. Springer-Verlag.  
 
粘菌の分子細胞生物学グループ  
Morio T, Yasukawa H, Urushihara H, Saito T, Ochiai H, Takeuchi I, Maeda M, Tanaka Y (2001) FebA: a 

gene for eukaryotic translation initiation factor 4E-binding protein (4W-BP) in Dictyostelium 
discoideum. Biochim Biophys Acta 1519, 65-59. 

Ohkouchi S, Nishio K, Maeda M, Hitomi K, Adachi H, Maki M (2001) Identification and characterization 
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of two penta-EF-hand Ca2+-binding proteins in Dictyostelium discoideum. J Biochem 130, 207-215. 
Tsujioka M, Yokoyama M, Nishio K, Kuwayama H, Morio T, Katoh M, Urushihara H, Saito T, Ochiai H, 

Tanaka Y, Takeuchi I, Maeda, M (2001) Spatial expression patterns of genes involved in 
cAMP-responses in Dictyostelium development. Dev Growth Differ 43, 275-283. 

Van Driessche N, Shaw C, Katoh M., Morio T, Sucgang R, Ibarra M, Kuwayama H, Saito T, Urushihara 
H, Maeda M, Takeuchi I, Ochiai H, Eaton W, Tollet J, Halter J, Kuspa A, Tanaka Y, Shaulsky G 
(2002) A transcriptional profile of multicellular development in Dictyostelium discoideum. 
Development 129, 1543-1552 (2002) 

Araki T, Tsujioka M, Abe T, Fukuzawa M, Meima M, Schaap P, Morio T, Urushihara H, Katoh M, Maeda 
M, Tanaka Y, Takeuchi I, Williams JG (2003) A STAT-regulated, stress-induced signalling pathway in 
Dictyostelium. J Cell Sci 16, 2907-2915. 

Kubohara Y, Hanaoka Y, Akaishi E, Kobayashi H, Maeda M, Hosaka K (2003) DIF-1, an anti-tumor 
substance found in Dictyostelium discoideum, inhibits progesterone-induced oocyte maturation in 
Xenopus laevis. Eur J Pharmacol 460, 93-98. 

Maeda M, Sakamoto H, Iranfer N, Fuller D, Maruo T, Ogihara S, Morio T, Urushihara H, Tanaka Y, 
Loomis WF (2003) Changing patterns of gene expression in Dictyolstelium prestalk cell subtypes 
recognized by in situ hybridization with genes from microarray analyses. Eukaryot Cell 2, 627-637. 

Matsuoka S, Saito T, Kuwayama H, Morita N, Ochiai H, Maeda M (2003) MFE1, a member of the 
peroxisomal hydroxyacyl coenzyme A dehydrogenase family, affects fatty acid metabolism necessary 
for morphogenesis in Dictyostelium spp. Eukaryot Cell 2, 638-645. 

Monjusho H, Okino N, Tani M, Maeda M, Yoshida M, Ito M (2003) A neutral ceramidase homologue 
from Dictyostelium discoideum exhibits an acidic pH optimum. Biochem J 376, 473-479. 

Nishii I, Ogihara S, Kirk DL (2003) A kinesin, InvA, plays an essential role in Volvox morphogenesis. 
Cell 113, 743-53. 

Sakamoto H, Nishio K, Tomisakao M, Kuwayama H, Tanaka Y, Suetake I, Tajima S, Ogihara S, Maeda 
M (2003) Identification and characterization of novel calcium-binding proteins of Dictyostelium and 
their spatial expression patterns during development. Dev Growth Differ 45, 507-514. 

Takeda K, Saito T, Tanaka T, Morio T, Maeda M, Tanaka Y, Ochiai H (2003) A novel gene trap method 
using terminator-REMI and 37 rapid amplification of cDNA ends (RACE) in Dictyostelium. Gene 312, 
321-333. 

森尾貴広, 前田ミネ子 (2001R) 細胞性粘菌 (Dictyostelium) ゲノムの cDNA による解析. 蛋核酵 
146, 2419-2424. 

 
核機能学グループ  
Gotoh T, Ohsumi K, Matsui T, Takisawa H, Kishimoto T (2001) Inactivation of the checkpoint kinase 

Cds1 is dependent on cyclin B-Cdc2 kinase activation at the meiotic G2/M-phase transition in Xenopus 
oocytes. J Cell Sci 114, 3397-3406. 

Waga S, Masuda T, Takisawa H, Sugino A (2001) DNA polymerase epsilon is required for coordinated 
and efficient chromosomal DNA replication in Xenopus egg extracts. Proc Natl Acad Sci USA 98, 
4978-4983. 

Jackman M, Kubota Y, den Elzen N, Hagting A, Pines J (2002) Cyclin A- and cyclin E-Cdk complexes 
shuttle between the nucleus and the cytoplasm. Mol Biol Cell 13, 1030-1045. 

Hashimoto Y, Takisawa H (2003) Xenopus Cut5 is essential for a CDK-dependent process in the initiation 
of DNA replication. EMBO J 25, 2526-35. 

Kubota Y, Takase Y, Komori Y, Hashimoto Y, Arata T, Kamimura T, Araki H, Takisawa H (2003) A 
novel ring-like complex of Xenopus proteins essential for the initiation of DNA replication. Genes Dev 
17, 1141-1152. 

Masuda T, Mimura S, Takisawa H (2003) CDK- and Cdc45-dependent priming of the MCM complex on 
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chromatin during S-phase in Xenopus egg extracts. Genes Cells 8, 145-161. 
Kubota Y, Takisawa H (2003R) Block to DNA replication in meiotic maturation: a unified view for a 

robust arrest of cell cycle in oocytes and somatic cells. Bioessays 25, 313-316. 
滝澤温彦 (2002B) ゲノムの複製と分配複製の開始. 真核細胞. シュプリンガーフェアラーク東
京. 

 
系統進化学グループ  
Furuya H, Hochberg FG, Tsuneki K (2001) Developmental patterns and cell lineages of vermiform 

embryos in dicyemid mesozoans. Biol Bull 201, 405-416. 
Morikawa K, Tsuneki K, Ito K (2001) Expression pattern of HNK-1 carbohydrate and serotonin in sea 

urchin, amphioxus, and lamprey, with reference to the possible evolutionary origin of the neural crest. 
Zoology 104, 81-90. 

Furuya H, Hochberg FG, Short RB (2002) Dicyemennea canadensis n. sp. (Phylum Dicyemida) from 
Bathypolypus arcticus  (Mollusca: Cephalopoda: Octopoda). J Parasitol 88, 119-123. 

Furuya H, Damian RT, Hochberg FG (2002) Dicyema shorti n. sp. (Phylum Dicyemida) from Octopus 
burryi (Mollusca: Cephalopoda: Octopoda) in the Gulf of Mexico. J Parasitol 88, 325-329. 

Furuya H, Hochberg FG (2002) New species of Dicyemennea (Phylum: Dicyemida) in deep-water 
Graneledone (Mollusca: Cephalopoda: Octopoda) from the Antarctic. J Parasitol 88, 330-336. 

Kawasaki T, Bekku Y, Suto F, Kitsukawa T, Taniguchi M, Nagatsu I, Nagatsu T, Itoh K, Yagi T, Fujisawa 
H (2002) Requirement of neuropillin1-mediated Sema3A signals in patterning of the sympathetic 
nervous system. Development 129, 671-680. 

Furuya H, Hochberg FG, Tsuneki K (2003) Calotte morphology in the phylum Dicyemida: Niche 
separation and convergence. J Zool 259, 361-373.  

Furuya H, Hochberg FG, Tsuneki K (2003) Reproductive traits of dicyemids. Mar Biol 142, 693-706. 
Ota M, Ito K (2003) Induction of neurogenin-1 expression by sonic hedgehog: Its role in development of 

trigeminal sensory neurons. Dev Dyn 227-544-551. 
Youn YH, Feng J, Tassarollo L, Ito K, Sieber-Blum M (2003) Neural crest stem cell and cardiac 

endothelium defects in the TrkC null mouse. Mol Cell Neurosci 24, 160-170. 
Furuya H, Tsuneki K (2003R) Biology of dicyemid mesozoan. Zool Sci 29, 519-532. 
Furuya H (2002B) Phylum Dicyemida and Orthonectida. Atlas of Marine Invertebrate Larvae. Academic 

Press 149-161. 
Furuya H (2003B) Lower Metazoans and Lesser Deuterostomes. Orthonectida, Rhombozoa, Placozoa and 

Monoblastozoa Volume 1: Schlager-Gale Group Inc 87-102. 
 
植物生態生理学グループ  
Funayama-Noguchi S (2001) Ecophysiology of virus-infected plants: a case study of Eupatorium makinoi 

infected by geminivirus. Plant Biol 3, 251-262. 
Funayama-Noguchi S, Terashima I, Yahara T (2001) Effects of geminivirus infection on population 

dynamics of Eupatrium makinoi. Am J Bot 88, 616-622. 
Hanba YT, Miyazawa SI, Kogami H, Terashima I (2001) Effects of leaf age on internal CO2 transfer 

conductance and photosynthesis in tree species having different types of shoot phenology. Austr J 
Plant Physiol 28, 1075-1084. 

Kogami H, Hanba YT, Kibe T, Terashima I, Masuzawa T (2001) CO2 transfer conductance, leaf structure 
and carbon isotope composition of Polygonum cuspidatum Sieb. et Zucc, from low and high altitudes. 
Plant Cell Environ 24, 529-537. 

Noguchi K, Go CS, Terashima I, Ueda S, Yoshinari T (2001) Activities of the cyanide-resistant respiratory 
pathway in leaves of sun and shade species. Austr J Plant Physiol 28, 27-35. 

Noguchi K, Go CS, Terashima I, Ueda S, Miyazawa SI, Yoshinari T (2001) Costs of protein turnover and 
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carbohydrate export cost in sun and shade leaves. Austr J Plant Physiol 28, 37-47. 
Noguchi K, Nakajima N, Terashima I (2001) Acclimation of leaf respiratory properties in Alocasia odora 

reciprocal transfers of plants between high- and low-light. Plant Cell Environ 24, 831-839. 
Miyazawa SI, Terashima I (2001) Slow chloroplast development in the evergreen broad-leaved tree 

species: relationship between leaf anatomical characteristics and photosynthetic rate during leaf 
development. Plant Cell Environ 24, 279-291. 

Ono K, Nishi Y, Watanabe A, Terashima I (2001) Possible mechanisms of adaptive leaf senescence. Plant 
Biol 3, 234-243. 

Takagi S, Hayashi T, Ryu JH, Nakanishi Y (2001) Cell-wall-dependent organization of actin cytoskeleton 
in Vallisneria mesophyll cells. Plant Morphol 13, 11-20. 

Terashima I, Miyazawa S, Hanba YT (2001) Why are sun leaves thicker than shade leaves? Consideration 
based on analyses of CO2 diffusion in the leaf. J Plant Res 114, 93-105. 

Yano S, Terashima I (2001) Separate localization of light signal perception for sun or shade type 
chloroplast and palisade tissue differentiation in Chenopodium album. Plant Cell Physiol 42, 
1303-1310. 

Hanba YT, Kogami H, Terashima I (2002) The effect of growth irradiance on leaf anatomy and 
photosynthesis in Acer species differing in light adaptation. Plant Cell Environ 25, 1021-1030. 

Harada A, Fukuhara T, Takagi S (2002) Photosynthetic control of the plasma membrane H+-ATPase in 
Vallisneria leaves. II. Presence of putative isogenes and a protein equipped with a C-terminal 
autoinhibitory domain. Planta 214, 870-876. 

Harada A, Okazaki Y, Takagi S (2002) Photosynthetic control of the plasma membrane H+-ATPase in 
Vallisneria leaves. I. Regulation of activity during light-induced membrane hyperpolarization. Planta 
214, 863-869. 

Muramatsu Y, Harada A, Ohwaki Y, Kasahara Y, Takagi S, Fukuhara T (2002) Salt-tolerant ATPase 
activity in the plasma membrane of the marine angiosperm Zostera marina L. Plant Cell Physiol 43, 
1137-1145. 

Sakurai N, Domoto K, Takagi S (2002) High-light avoidance response of chloroplasts and reorganization 
of actin filaments are induced only in the exposed area to blue light in the epidermal cells of 
Vallisneria gigantea. J Photosci 9, 326-328. 

Suzuki A (2002) Influence of shoot architectural position on shoot growth and branching patterns in 
Cleyera japonica. Tree Physiol 22, 885-890. 

Terashima I, Ono K (2002) Effects of HgCl2 onCO2 dependence of leaf photosynthesis: Evidence 
indicating involvement of aquaporins in CO2 diffusion across the plasma membrane. Plant Cell Physiol 
43, 70-78.  

Hanba, YT, Kogami H, Terashima I (2003) The effect of internal CO2 conductance on leaf carbon isotope 
ratio. Environ Health Stud 39, 5-13.  

Hayashi T, Takagi S (2003) Ca2+-dependent cessation of cytoplasmic streaming induced by hypertonic 
treatment in Vallisneria mesophyll cells: possible role of cell wall-plasma membrane adhesion. Plant 
Cell Physiol 44, 1027-1036. 

Miyazawa SI, Makino A, Terashima I (2003) Changes in mesophyll anatomy and sink-source relationships 
during leaf development in Quercus glauca, an evergreen tree showing delayed leaf greening. Plant 
Cell Environ 26, 745-755. 

Suzuki AA (2003) Shoot growth patterns in sapling of Cleyera japonica in relation to light and 
architectural position. Tree Physiol 23, 67-71. 

Takagi S (2003) Actin-based photo-orientation movement of chloroplasts in plant cells. J Exp Biol 206, 
1963-1969. 

Takagi S, Kong SG, Mineyuki Y, Furuya M (2003) Regulation of actin-dependent cytoplasmic motility by 
type II phytochrome occurs within seconds in Vallisneria epidermal cells. Plant Cell 15, 331-345. 
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野口航 (2003R) AOXの生理生態学的研究の現状と重要性. 日本生態学会誌. 
矢野覚士 (2003R) 葉の発生を司る"葉". 化学と生物 41, 633-635. 
野口航 (2001B) 環境応答のコスト. 環境応答. 朝倉書店 195-206. 
高木慎吾 (2001B) 葉緑体の定位運動 環境応答. 朝倉書店 49-57. 
寺島一郎 (2001B) 植物の環境応答. 植物の環境（駒嶺穆, 寺島一郎編）. 朝倉書店 1-9. 
Terashima I, Kimura K, Sone K, Noguchi K, Ishida A, Uemura A, Matsumoto Y (2002B) Differential 

analyses of the effects of light environment on development of deciduous trees: Basic studies for tree 
growth modelling. Diversity and interaction in a temperate forest community (Edited by Nakashizuka 
T, Matsumoto Y). Springer-Verlag Tokyo. 

寺島一郎 (2002B) 個葉および個体レベルに於ける光合成. 光合成 (駒嶺穆, 佐藤公行編). 朝倉書
店 125-149,. 

野口航 (2003B) 光合成事典. 学会出版センター. 
高木慎吾 (2003B) 光合成事典. 学会出版センター. 
高宮建一郎, 寺島一郎 他編 (2003B) 光合成事典. 学会出版センター. 
寺島一郎 (2003B) 葉の光合成：葉の内部の光環境とCO2環境  光と水と植物のかたち (村岡裕由, 
可知直毅編). 文一総合出版 85-118. 

 
（旧）物性生物学グループ  
Ueno H, Yonesaki T (2001) Recognition and specific degradation of bacteriophage T4 mRNAs. Genetics 

158, 7-17. 
Kai T, Yonesaki T (2002) Multiple mechanisms for degradation of bacteriophage T4 soc mRNA. Genetics 

160, 5-12. 
Ueno H, Yonesaki T (2002) Role of Escherichia coli Hfq in late-gene silencing of bacteriophage T4 dmd 

mutant. Genes Genet Syst 77, 301-308. 
Yonesaki T (2002) Scarce adenylation in bacteriophage T4 mRNAs. Genes Genet Syst 77, 219-225. 
Otsuka Y, Ueno H, Yonesaki T (2003) Escherichia coli endoribonucleases involved in the cleavage of 

bacteriophage T4 mRNAs. J Bacteriol 185, 983-980. 
大塚裕一, 米崎哲朗 (2003R) 大腸菌 mRNAの分解. 蛋核酵 48, 240-246. 
米崎哲朗 (2003B) バクテリオファージ. 分子生物学イラストレイテッド第 2版. 羊土社. 
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博士学位授与記録 2001-2003 
（生物学教室教員指導分） 

平成 13（2001）年度  
構造生物学グループ  
山形敦史:RecJ に保存されたモチーフのヌ
クレアーゼ活性と金属結合に果たす役

割の構造学的・生化学的研究 
分子遺伝学グループ  
高橋達郎:分裂酵母複製開始点の認識と複
製開始前複合体の形成 

柳原玲子 :DNA 複製における分裂酵母

SpSld3の機能解析 
神経可塑性生理学グループ  
小原圭吾:蛍光イメージングを用いた培養
大脳皮質ニューロンのシナプス可塑性

成立機構の解析 
山岸覚:培養小脳顆粒細胞のアポトーシス
における MAPキナーゼスーパーファミ
リーの役割 

生物分子エネルギー変換学グループ  
小藤剛史:ニワトリ砂胃を用いた平滑筋分
化誘導機構の解明 

植物生態生理学グループ  
原田明子:光合成に制御されるオオセキシ
ョウモ葉の細胞膜 H+-ATPase－ その調
節と役割－  

（旧）物性生物学グループ  
上野博之:バクテリオファージ T4 増殖段階
における mRNA分解制御 

 
平成 14（2002）年度  
神経可塑性生理学グループ  
松本知也:脳由来神経栄養因子(BDNF)は、

PLC-γ及び MAPK 経路の活性化を介し
て脱分極刺激に伴うグルタミン酸放出

を増強する 
横幕大作:エストロゲンの新しい役割：エス
トロゲンは中枢神経系においてシナプ

ス可塑性を制御する 
感覚生理学グループ  
藤川和世:特異な GTPase モチーフを持つ

Rab蛋白質、RabRP1、の分子・機能特性 
核機能学グループ  
笹(増田)太郎:DNA 複製中の染色体上にお
けるアフリカツメガエルMCMの活性化
－ DNA複製に働くDNAヘリケースとし
ての MCM-Cdc45複合体 

植物生態生理学グループ  
齋藤隆実:樹木葉の膨圧維持の生態学的意
義と生理学的機構 

 
平成 15（2003）年度  
構造生物学グループ  
徳本梅千代:鉄硫黄蛋白質の生合成：鉄硫黄
クラスターのアセンブリーに必須な多

成分酵素系の遺伝学的解析 
杉島正一:ヘムオキシゲナーゼの反応機構
と反応物阻害回避機構に関する構造生

物学的研究 
生体分子機能学グループ  
葭 葉 幸 子 : 高 度 好 熱 菌 ADP-ribose 

pyro-phosphatase の構造・機能解析 
生体膜機能学グループ  
坪井裕見:Na+/H+交換輸送担体 NhaAのイオ
ン輸送の分子機構と pHによる活性制御
機構の解析 

三井慶治:出芽酵母 Na+/H+交換輸送タンパ

ク質の親水性ドメインの機能解析 
神経可塑性生理学グループ  
森田大樹:シナプス前細胞からの入力によ
る小脳ニューロンの生存維持 

篠田陽:海馬培養切片におけるシナプス伝
達の二次元的・定量的光学解析法の開発

－ A キナーゼ繰返し活性化後の長期的
シナプス増強の樹状突起部位特異性 

感覚生理学グループ  
志水英之:開口分泌における Rab5の役割 

生物分子エネルギー変換学グループ  
尾家慶彦:ツメガエル卵無細胞系における
核膜再構成時の小胞融合機構 

菅田和法:電子スピン共鳴による二量体キ
ネシンネックリンカーの動的構造解析 
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発生生物学グループ  
宮崎裕司 :唾液腺上皮形態形成における

ErbBリセプターとそのリガンドの役割 
核機能学グループ  
橋本吉民:アフリカツメガエル Cut5/Dpb11
の DNA 複製開始および複製チェックポ
イントにおける機能解析 

植物生態生理学グループ  
矢野覚士:陽葉・陰葉の発生過程とその制御
機構 

（旧）物性生物学グループ  
大塚裕一:T4 ファージ遺伝子サイレンシン
グを誘導する大腸菌新規エンドリボヌ

クレアーゼ 
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教室年譜 2001-2003 
 
2001 
4月 本学科新入生 27名（志願者 146）、本専
攻新入生 58名（志願者二募集合計 142）。 

8月 本専攻協力講座、蛋白研生合成部門畠中
寛教授、急逝。 

10 月 角田佳充助手、九州大学農学部助教授
に転出。 

 
2002 
3月 柿本辰男助教授、木原財団学術賞受賞。 
3月 湯浅精二助教授、定年退官。 
4 月 生命機能研究科設立（柳田敏雄科長）、
河村悟教授・尾崎浩一助教授・三輪尚史助

手・小倉明彦教授・冨永恵子助教授の 5 名
が移籍。 

4月 理学研究科長に森島洋太郎教授（高）就
任。本専攻長に滝澤温彦教授就任。 

4月 本学科新入生 27名（志願者 133）、本専
攻新入生 48名（志願者二募集合計 124）。 

4月 柿本辰男助教授、東京テクノフォーラム
21ゴールド・メダル賞受賞。 

10 月 生体分子機能学グループ宇良秀昭博士、
日本生化学会 J. Biochemistry 論文賞受賞。 

10 月 本専攻と蛋白質研究所との協同提案の
文部科学省 21世紀 COEプログラム「細胞
超分子装置の作動原理の解明と再構成（月

原富武代表）」が採択。生命機能研究科提案

の同プログラム「生体システムのダイナミ

クス（柳田敏雄代表）」も採択。生命科学分

野は全国で 28件が採択。 
11 月 古屋秀隆助手、日本動物学会奨励賞受
賞。 

 
2003 
3月 升方久夫教授、第 2回国際分裂酵母会議
（京都国際会館）の事務局担当。2001年度
ノーベル医学生理学賞受賞 Paul Nurse, Tim 
Hunt両博士、2001年度慶応医学賞受賞 Tony 
Hunter博士の特別記念講演他。会議参加者

国内 250名、国外 230名。 
3月 中西康夫教授停年退官 (名誉教授)。 
4月 理学研究科長に大坪久夫教授（物）就任。 
4月 西田宏記教授、東京工業大学より来任。 
4月 本学科新入生 28名（志願者 169）、本専
攻新入生 53名（志願者二募集合計 102）。 

5月 理学部本館改修第一期工事完了。 
7 月 河村悟教授、Human Frontier Science 

Program Research Grant Award受賞。 
9月 篠原彰助教授、蛋白研生合成研究部門教
授に転出。 

9月 西田宏記教授、日本動物学会賞受賞。 
10 月 大阪大学学長、岸本忠三教授（医）退
任。新学長に宮原秀夫教授（情報）就任。 

 
2004 
2月 理学部本館改修第二期工事完了。北ブロ
ックより移転し、教室の南北合一完成。 

3月 本専攻協力講座、産研二井将光教授退官 
(名誉教授)。 

4 月 本学、「国立大学法人大阪大学」として
法人化。 

4月 理学研究科長に小谷眞一教授（数）就任。
本専攻長に常木和日子教授就任。 
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教室スタッフ（含研究員）一覧  
平成 16（2004）年 8月 31日現在 

 
教員  
構造生物学グループ  
教授 福山 恵一 
助教授 佐伯和彦 
講師 高橋 康弘 
助教授 大岡宏造 
研究員（タンパク 3000） 和田 啓 
研究員（タンパク 3000） 長谷川 雄子 
研究員（タンパク 3000） 杉島 正一 
研究員（生研機構） 岡崎 伸 
研究員（学振） Anvita Kumar 

生体分子機能学グループ  
教授 倉光 成紀 
講師 増井 良治 
助手 中川 紀子 
研究員（タンパク 3000） 明 恒次郎 
研究員（タンパク 3000） 金 光 

生体膜機能学グループ  
教授 金澤 浩 
助手 中村 徳弘 
助手 三井 慶治 

分子遺伝学グループ  
教授 升方 久夫 
助手 中川 拓郎 

神経可塑性生理学グループ  
教授 小倉 明彦 
助教授 冨永（吉野） 恵子 
特任助手（COE） 谷口 直子 

感覚生理学グループ  
教授 河村 悟 
助教授 尾崎 浩一 
助手 橘木 修志 
研究員（学振） 松川 淑恵 

生物分子エネルギー変換学グループ  
助教授 山本 泰望 
助教授 井上 明男 
助教授 荒田 敏昭 
研究員（科振調） 中村 志芳 
研究員（科振調） 植木 正二 

発生生物学グループ  
教授 西田 宏記 
助手 熊野 岳 
助手 桧枝 洋記 
研究員（学振） 松本 潤 
研究員（科研） 河合 成道 
研究員（COE） 浦田 慎 

植物生長生理学グループ  
助教授 柿本 辰男 
助教授 水野 孝一 
助手 浅田 哲弘 

粘菌分子細胞生物学グループ  
教授 荻原 哲 
助教授 前田 ミネ子 
研究員（COE） 山田 葉子 

核機能学グループ  
教授 滝澤 温彦 
助手 久保田 弓子 
研究員（COE） 熊野 真弥 

系統進化学グループ  
教授 常木 和日子 
助教授 堀内 眞理 
講師 伊藤 一男 
助手 古屋 秀隆 

植物生態生理学グループ  
教授 寺島 一郎 
助教授 高木 慎吾 
助手 野口 航 
研究員（学振） 鈴木 新 

（旧）物性生物学グループ  
助教授 米崎 哲朗 

 
技術職員  
技術職員 大森 博文 
技術補佐員（タンパク 3000） 藤井 桂子 
技術補佐員（タンパク 3000） 菅沼 一樹 
技術補佐員（タンパク 3000） 余田 涼子 
技術補佐員（タンパク 3000）西脇 久未代
技術補佐員（タンパク 3000） 近藤 深幸 
技術補佐員（タンパク 3000）山野 由美子
技術補佐員（タンパク 3000） 仲井 浩子 
技術補佐員（タンパク 3000） 森永 学 
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事務職員  
事務職員 遠山 紀子 
事務職員 宇田 祐子 
事務職員 岡本 江利子 
事務職員 和田 由美 
事務職員 近藤 俊江 
事務職員 水口 孝子 
事務職員 小松 加恵 
事務職員 堀口 祥子 
事務職員 松岡 亨 
事務職員 三枝 陽子 
事務職員 加藤 麻里子 
事務補佐員（タンパク 3000）斉藤 久美子 
事務補佐員（タンパク 3000）早川 佐登美 
事務補佐員（タンパク 3000）古野 良子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 53 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

大阪大学生物学教室年報  2001-2003 
      

 
発行：大阪大学生物学教室 

（編集・小倉明彦） 

560-0043 大阪府豊中市待兼山町１－ １ 

電話：06-6850-6111（代表） 

発行日：平成１６年９月 

      


